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自然劇場

　４月１日に野沢温泉村において 2020
東京オリンピックの聖火リレーが行わ
れ、佐藤遥さん（大町）が見事に聖火ラ
ンナーの大役を果たしました。

村の高校生が聖火ランナーに



特 　　　集

自然劇場

議会だより

CONTENTS

◆平成１２年３月１５日（毎月１回発行）◆編集／木島平村広報編集委員会　◆印刷／コロニー印刷
 　◆発行／〒389-2392　長野県下高井郡木島平村大字往郷973-1 
　　　　　　　　　　　木島平村役場企画広報課　TEL0269-82-3111(EXT152)  　FAX0269-82-4121
　　　　　　　　　　　  自然劇場きじま平ホームページ　http://www.avis.ne.jp/~kijima-v

2009.8　広報きじま平

22
55

●
平
成　

年
度　

決
算
報
告

●
平
成
2
2
年
度

●
平
成　

 

年
度　

決
算
報
告

24

●
村
民
会
館
閉
館

●
村
の
地
下
水
保
全（
下
）

●「
馬
曲
温
泉
」開
湯　

 

周
年

30

●
第　

回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大
会

14

特集1行中上
X：185.5㎜
Y：-172㎜

●
平
成   

年
度 

村
の
予
算

● 

災
害
に
備
え
て

●
地
域
密
着
型
老
人
ホ
ー
ム「
里
山
の
家　

木
島
平
」

●
村
長　

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

広報

● 

戦
後
70
年
平
和
記
念
式
典
で
学
ぶ

No.570
令和３年

令
和
３
年
度
予
算
概
要
・
主
要
事
業

特　　　集

2

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
総
額
33
億
８
７
０
０
万

円
で
す
。
令
和
２
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
金
額
に
し
て

2
億
６
４
０
０
万
円
、
率
に
し
て
７
・
２
％
の
減
と
な
り
ま
す
。

　

予
算
策
定
の
基
本
方
針
と
し
て
は「
第
６
次
総
合
振
興
計
画
」

の
「
後
期
基
本
計
画
」
の
各
施
策
の
目
標
達
成
に
向
け
た
内
容

と
し
て
い
ま
す
。　

歳
入
の

う
ち
、
村

税
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
減
収
を
見

込
み
、
前
年
度
比
１
６
３
１
万

円
減
の
３
億
８
２
６
８
万
円
を
、

歳
入
全
体
の
半
分
を
占
め
て
い

る
地
方
交
付
税
は
前
年
度
比
３
・

３
％
増
の
17
億
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

役
場
周
辺
整
備
や
村
道
改
良

工
事
な
ど
へ
の
財
源
と
し
て
借

入
れ
る
村
債
（
村
の
借
金
）
は
、

前
年
度
比
１
億
７
７
１
０
万
減

の
２
億
７
３
７
０
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
不
足
す
る
財
源
を

補
う
た
め
の
基
金
（
村
の
貯

金
）
の
取
り
崩
し
は
、
前
年
度

比
１
億
６
７
３
７
万
円
減
の

３
億
１
８
５
３
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

予
算
概
要

令
和
３
年
度

歳
　
入

用語解説 / 歳入
○村　　　税：村民税、固定資産税、軽自動車税種別割など
○地方交付税：地方公共団体が一定水準の行政サービスを提供できるように国が交付する税金
○国庫県支出金：各種事業に対する国や県からの補助金など
○村　　　債：事業を行うために国や金融機関から借りるお金
○自       主       財     源：村が自ら調達できる財源（村税、手数料、使用料、寄付金等）
○依　  存 　   財       源 ：国、県に依存するかたちで調達する財源（地方交付税、国県補助金等）

一般会計歳入　33 億 8,700 万円

諸収入（6％）
1億9,288万円歳　入

33億8,700万円

自主財源
（25.8％）

８億 7,260 万円依存財源
（74.2％）

25 億 1,440 万円

村税（11.3％）
３億 8,268 万円

繰入金（9.4％）
３億 1,998 万円

譲与税・交付金
（4.9％）

１億 6,606 万円

負担金（0.1％）
306 万円

寄付金（0.9％）
3,011 万円

繰越金（0.9％）
3,000 万円

諸収入等（3.2％）
１億 677 万円

地方交付税（50.2％）
17 億円

村債（8.1％）
２億 7,370 円

国庫県支出金
（11.1％）

３億 7,464 万円
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特別会計予算

一般会計歳出　33 億 8,700 万円

　
　
　
　
　
　
　

      

歳
出
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　

  

役
場
周
辺
整

備
事
業
の
旧
庁
舎
解
体
事
業
が

完
了
し
た
こ
と
、
村
社
会
福
祉
協

議
会
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

建
設
に
伴
う
補
助
金
の
支
出
が

完
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
普
通
建

設
事
業
費
が
１
億
８
９
０
３
万

円
減
の
１
億
６
２
７
７
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
義

務
的
経
費
と
さ
れ
る
「
人
件

費
・
扶
助
費
・
公
債
費
」
は

前
年
比
３
１
２
５
万
円
増
の

14
億
１
３
８
９
万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

歳
　
出

用語解説 / 歳出
▼議会費
　議会の運営に要する経費
▼総務費
　村の事務、庁舎管理、村民活動の
　推進に要する経費
▼民生費
　児童・高齢者・障がい者福祉、福祉
　医療などに要する経費
▼衛生費
　各種健診、予防接種、環境保全、ご
　み処理などに要する経費
▼農林水産業費
　農林水産業の振興などの経費
▼商工費
　商・工・観光業の振興などの経費
▼土木費
　道路や公園、住宅の整備や除雪など
　に要する費用
▼消防費
　消防活動などに要する経費
▼教育費
　学校教育や生涯学習に要する経費
▼公債費
　村の地方債（借金）を返済する
　元利償還金などの経費

諸収入（6％）
1億9,288万円

議会費（1.6％）
5,443 万円

総務費（11.6％）
３億 9,267 万円

民生費（21.0％）
７億 1,138 万円

衛生費（4.9％）
１億 6,628 万円農 林 水 産 業 費

（10.3％）
３億 5,044 万円

商工費（6.3％）
２億 1,317 万円

土木費（17.9％）
６億 527 万円

消防費（4.7％）
１億 6,072 万円

公債費（12.0％）
４億 680 万円

予備費（0.1％）
200 万円

教育費（9.6％）
３億 2,384 万円

歳　出

33億8,700万円

会　計　名 予　算　額 前年度比

情 報 通 信 特 別 会 計 5,719 万円 △ 13.6％

学 校 給 食 特 別 会 計 2,073 万円 1.6％

奨 学 資 金 貸 付 事 業 会 計 515 万円 △ 29.9％

後期高齢者医療特別会計 5,949 万円 △ 7.1％

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ５億 3,735 万円 △ 3.9％

介 護 保 険 特 別 会 計 ６億 2,546 万円 △ 0.9％

小 水 力 発 電 特 別 会 計 208 万円 皆増

観 光 施 設 特 別 会 計 4,043 万円 △ 22.1％

下 水 道 特 別 会 計 ４億 1,832 万円 5.1％

農 業 集 落 排 水 特 別 会 計 2,688 万円 30.4％

高 社 簡 易 水 道 特 別 会 計 1,714 万円 32.8％

水 道 事 業 会 計 19,176 万円 23.2％
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令和３年度

　主要事業

★：新規事業　■：拡充事業　●継続事業

第６次総合振興計画で掲げる、村づくりの将来像
「これからの農村を生きる～みんなで楽しみをつくりだす村～」

基本目標１　未来と安心を育てる

基本目標２　産業と仕事をつくる

①子育てと教育の村づくり

　◉健やか子育て支援の村づくりの推進
　　☆子育て世代包括支援センターの設置
　　○妊婦健診・乳幼児検診など母子保健事業（603 万円）
　　○子育て支援室運営事業（167 万円）
　◉木島平型教育の推進（教育委員会）
　　☆ GIGA スクール構想事業（674 万円）
　　　※デジタル教科書、GIGA スクールサポーター委託
　　○体験学習、授業改善、保・小・中連携一貫

　　　　　　　　　　　　教育推進費（568 万円）
　　○コミュニティスクール推進事業（122 万円）
②暮らしやすさが実感できる村づくり

　◉インフラ整備と交通確保の推進
　　☆ロータリー除雪車更新（5,111 万円）
　　○デマンド交通の運行（884 万円）
　　○飯山駅から村へのシャトル便の運行（827 万円）
　◉安心安全な村づくりの推進
　　☆消火栓更新工事負担金（182 万円）

　　☆ハザードマップの作成（88 万円）
　　○災害対策システム維持費（286 万円）
　　○防犯対策事業（258 万円）
　　○克雪住宅普及促進補助金（164 万円）
③誰もが健康で仲良く暮らせる村づくり

　◉いきいきライフの推進
　　☆高齢者健康づくり事業（395 万円）
　　　※高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施　　
　　○シルバー人材センター運営負担金（205 万円）
　　○老人クラブ活動事業補助（37 万円）
　◉健康長寿の村づくりの推進
　　☆健康運動セミナー（21 万円）
　　　※公民館事業との連携事業　　
　　○がん検診事業（413 万円）
　　○健康管理検診の実施（136 万円）
　◉地域医療の確保
　　☆北信病院運営費補助金（73 万円）
　　○飯山赤十字病院経営改善支援補助（620 万円）

④農と観光を基軸とした交流の村づくり

　◉情報通信を活用した快適な生活
　　○ふう太ネット運営事業（475 万円）
　◉農村環境を活用した産業の創出
　　☆地域おこし企業人・観光地域づくり事業（800 万円）
　　□観光地域づくり体制強化支援・人員確保（1,058 万円）
　　○農の拠点施設推進事業（1,404 万円）
　　○観光振興局運営補助金（600 万円）
　　○特産品開発補助金（40 万円）
　◉滞在型観光の推進
　　○調布市及び友好交流都市交流事業（189 万円）
　　○カヤの平高原・秋山郷秘境ツアー事業（133 万円）
　　○地方創生・広域連携事業（39 万円）
　◉商工業の振興と新しい産業の創出
　　□村内事業者への融資あっせんに対する

　　　　　　信用保証料・利子補助金（100 万円）
　　○商工会補助金（280 万円）
　　○創業支援補助金（100 万円）
　◉第３セクターの経営改善
　　☆やまびこの丘公園遊具安全対策工事（750 万円）

　　☆馬曲温泉温水昇温ボイラー取替工事（310 万円）
　◉移住定住の促進
　　☆ U ターン者住宅新築及び増改築支援補助金（100 万円）
　　○移住体験住宅管理運営事業（55 万円）
　　○住宅リフォーム補助金（255 万円）
　　○空き家活用等補助金（125 万円）
⑤農村の環境を活かした村づくり

　◉木島平ブランドの確立
　　☆木島平米・酒米 PR 動画作成委託（110 万円）
　　☆ネギ振興用リース農機導入補助金（28 万円）
　　○姉妹都市アンテナショップ運営事業（435 万円）
　　○畑作振興作物苗代等補助金（50 万円）
　◉農業の振興
　　☆集落電気柵・緩衝帯整備（445 万円）
　　□農業後継者・新規就農者等支援（761 万円）
　　○有機センターの管理運営費（2,817 万円）
　◉林業の振興
　　□住宅新築・増築補助（1,060 万円）
　　□森林環境譲与税の活用（信州の森林づくり事業の
　　　かさ上げ補助（187 万円）、姉妹都市の森整備（9 万円））
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基本目標３　自然と文化をまもる

⑥人と地球にやさしい村づくり

　◉環境にやさしい未利用資源の利用促進
　　☆ゼロカーボン推進事業（100 万円）（※）
　　○ペレットストーブ購入補助金（30 万円）
　　○小水力発電所管理事業（16 万円）
　◉農村の原風景と環境保全の推進
　　○ケヤキの森公園管理事業（1,501 万円）
　　○全村環境保護行動・外来植物の駆除（6 万円）
　　○空き家対策事業の推進（5 万円）
　◉ごみの減量化とリサイクルの推進
　　○プラスティック製容器包装、ガラスびん処理
　　　　　　　　　　　　　　　負担金（72 万円）
　　○不法投棄防止活動（5 万円）

⑦文化が薫るいきいきとした村づくり

　◉暮らしに基づく文化活動の拡大と振興
　　○中町展示館管理運営事業（183 万円）
　　○芸術文化協会の活性化（6 万円）
　◉文化財の保存と活用の推進
　　○コミュニティ助成事業
　　　　　（高石区、山口区幟ポール）（420 万円）
　　○文化財啓発事業（65 万円）
　　○文化財保護事業（36 万円）

その他

☆村体育館耐震工事及び照明LED化工事（6,095万円）

村の計画策定及び村内における省エネ対策の
推進及び啓発活動を実施し、2050 ゼロカー
ボン社会の実現を目指します。

※

基本目標４　人と地域をつなげる

⑧活力いっぱいの集落 ・ 村づくり

　◉集落機能の維持と強化の推進
　　○協働のむらづくり支援金事業（120 万円）
　◉人権が尊重される村づくりの推進
　　○人権教育などの推進（496 万円）
　◉村民と協働による村づくり
　　○職員研修の実施（61 万円）
⑨ふれあいと交流ができる村づくり

　◉生涯学習の推進
　　○村民祭の実施（93 万円）
　　○年間を通じた生涯学習事業の実施（81 万円）
　　○村民運動会の実施（15 万円）
　　○村民スポーツフェスティバルの実施（11 万円）
　◉公共施設適正管理の推進
　　□旧庁舎跡地活用などの役場周辺整備事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　（1,718 万円）
⑩若者のアイデアを生かした村づくりの推進

　□早稲田大学生による村の活性化に向けた取組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（129 万円）

　□下高井農林高校との連携事業（50 万円）
　○東京農大との連携事業（24 万円）

令和２年度の連携事業では、下高井農林高校のそば班の
生徒たちが手作りのそばのテイクアウトを行いました。

（上：そば打ちの様子、下：販売風景）
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村の補助事業制度のご案内
活ご用ください

　村が実施する補助事業制度をご案内します。本年度から始まる事業や、補助額が増えている事業もあ
りますので、積極的にご活用ください。

補助金名称 制度概要 補助制度の内容 担当係

地
域
づ
く
り

協 働 の む ら づ く り
支援金事業

住民等が行う自主的、
継続的な活動を支援

公共的団体等が地域の活力を生み出す発展性
及び継続性のある事業を支援（令和３年度の
募集は終了しました）
＊ソフト：10/10 以内（上限 20 万円）
＊ハード：2/3 以内（上限 40 万円）

政策情報係
内線 114
　　 115

財団法人自治総合
センター等の助成
事業

区のコミュニティ活動（獅
子舞等）や自主防災組織に
必要な資機材（祭具一式、
ヘルメット等）を備える費
用の一部を補助

区の行事活動に必要な施設整備等に対する補助
＊補助額 100 万円～ 250 万円
自主防災組織が行う防災活動に必要な施設整
備等に対する補助
＊補助額 30 万円～ 200 万円

姉妹都市宿泊施設利
用費助成金

調布市への宿泊費用の一部
を助成

村内に在住、在勤、在学または村内の団体等
に所属する者が調布市を訪問し、市内宿泊施
設で宿泊した場合に助成

（1 回につき２泊まで、年度中３回を限度）
＊助成金額
　①調布市民、団体等との交流を目的とする　
　　宿泊：１泊につき、３,000 円 / 人
　②①以外の宿泊：１泊につき、2,000 円 / 人

結
婚

結婚祝金
新たに結婚し、村に定住す
る意思のある夫婦に対し、
結婚祝金を交付

平成 31 年 4 月 1 日以降に結婚した 40 歳以下
の夫婦で、１年間村に居住し、さらに将来に
わたり村に定住する意思のある夫婦に祝金 10
万円を交付

健康福祉係
内線 124

結婚新生活支援事
業

新たに結婚し、新生活を始め
る夫婦に対し、引越費用や住
宅取得、賃料などを補助

令和３年 1 月 1 日～令和４年２月 28 日に結
婚した 39 歳以下の夫婦へ、引越費用、住宅
取得費用、住宅の賃料に対して補助
＊上限 30 万円（所得制限あり）

移住定住
推進係

内線 141
婚活イベント参加
支援補助金

県内で開催される婚活イベ
ント参加費用の一部を助成

（村主催のイベントを除く）

25 歳以上の独身者に補助
＊参加費の 1/2（上限 3,000 円、2 回まで）

妊
娠
・
出
産

新生児聴覚検査費
用補助金

新生児の聴覚検査費用を助
成

出生後に行う新生児の聴覚検査費の助成
＊ 5,000 円上限

健康福祉係
内線 125
　　 127

産後ケア事業

産後の体調不良や育児に強
い不安があり、保健指導を必
要とする母子に対し、心身の
ケアや育児サポートを行う

産後 12 か月までの母子を対象に補助
＊自己負担割　課税世帯３割
　　　　　　　非課税世帯１割
　（金額は医療機関等により異なる）

不妊治療費補助金
（詳細は 12 ページ）

不妊及び不育症に対する保
険適用外医療費の補助

＊ 1 治療 30 万円 / 年 
＊長野県特定不妊治療支援女性の拡充

ス
ポ

ー

ツ

コーチング
アシスタント
養成講座

スポーツ指導者の養成及び
資質の向上を図るため、各
種公認資格取得に要する経
費を助成

村内でスポーツ活動を実施しているスポーツ
クラブ、スポーツ教室等の指導者を対象に、
日本スポーツ協会等の公認資格を取得するた
めに要する経費を助成
＊助成金額　25,000 円以内／人

生涯学習係
0269

（82）
2041

スポーツ選手
強化補助金

スポーツ分野において全国
的または国際的に活躍する
選手に対する補助

予選会を経て全国大会または国際大会に出場する
選手等が負担する経費の一部を定額で補助
＊補助金額　年間上限 30 万円

ご
み

生ごみ堆肥化機器
購入費補助金

家庭から出る生ごみの堆肥
化機器購入費を補助

堆肥化機器購入費の一部を補助（次のいずれ
も上限 20,000 円）
＊生ごみ処理機　購入費の 1/2
＊生ごみ処理容器　購入費の 2/3
  （生ごみ処理容器：コンポスト容器、密閉容器）

生活環境係
内線 122

廃棄物集積施設
整備事業補助金

区がごみステーションを設
置及び更新する経費を補助

区が整備するごみステーションの設置及び更
新に要する経費の一部を補助
＊補助額　上限 10 万円

詳しくは役場 0269-82-3111 または農村交流館 0269-82-2041 までお問い合わせください。
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補助金名称 制度概要 補助制度の内容 担当係

高
齢
者
・
福
祉

特殊詐欺等被害防
止対策機器設置補
助金

特殊詐欺等被害防止の機
能を有した電話機または
装置の購入に対する補助

＊購入及び設置に要した費用の 1/2 以内　
（上限 5,000 円）

生活環境係
内線 121

高齢者（障がい者）
にやさしい住宅改
修事業補助金

高齢者で介護認定を受けた
人及び障がい者が生活する
住宅改修費の一部を補助

＊事業費の 9/10 以内（上限 70 万円）

健康福祉係
内線 124
内線 126

弱者世帯トイレ水
洗化補助金

70 歳以上の世帯、障がい
者世帯のトイレ水洗化工事
費の一部を補助

＊工事費の 1/2（上限 50 万円）

障がい者日常生活
用具給付事業 障がい者の生活支援 障がい者の自立した日常生活を支援するた

め、日常生活用具の貸与及び購入費補助

高齢者等の運転免
許証自主返納等支
援事業

運転免許証の自主返納者に
デマンド交通ふう太号の無
料回数券を交付

平成 31 年 4 月以降すべての運転免許証を自
主返納または失効した 65 歳以上の人あるい
は 18 歳以上の障がいを持つ人にデマンド交
通の回数券を交付

デマンドバス利用
助成金

デマンドバスふう太号の利
用助成

高齢者及び障がい者の村内利用料の助成
＊ 300 円のところ 100 円で乗車

寝たきり老人等紙
おむつ助成金

在宅で要介護３以上の高齢
者及び重度障がい者を対象
に紙おむつ費用を助成

＊ 3,000 円 / 月を上限

福祉医療費補助金 子どもや障がい者等の医療
費の一部を補助

高校３年生相当までの子ども、障がい者、母
子・父子家庭の医療費を補助
＊１医療機関、1 月あたり 500 円は個人負担

健
診
・
が
ん
検
診

健康管理検診事業 検診費用の助成
特定健診、いきいき健診（75 歳以上）、若者
健診（19 歳～ 39 歳）の無料化
※村で行う健診のみ

がん検診推進事業 胃、大腸、肺、子宮、乳がん
検診の受診料の一部を助成

村で行うがん検診が対象
＊概ね受診料の 2/3 を助成
　（特定年齢は無料券を配布）

乳がん検診（超音
波）検診費用助成

医療機関の乳がん超音波検
査を受診した場合に、費用
の一部を補助

40 ～ 74 歳の前年にマンモグラフィ検診を受
けた方を対象に補助
＊検査１回につき 1,000 円

人間ドック検診料
助成事業

国民健康保険または後期高齢
者医療保険被保険者の人間
ドック検診料の一部を補助

＊１泊２日　25,000 円
＊日帰り　　20,000 円
＊脳ドック（国保のみ）15,000 円

生活環境係
内線 123

予
防
接
種

おたふくかぜ予防
接種助成

（詳細は 11 ページへ）

おたふくかぜ予防接種費用
の一部を助成

接種日時点の満 1 歳～ 6 歳（未就学児）を対
象に助成
＊上限 3,000 円（１人１回限り）

健康福祉係
内線 125
　　 126

高齢者インフルエン
ザ予防接種費助成

高齢者のインフルエンザ予
防接種費用の一部を助成 ＊窓口個人負担 1,500 円

高齢者肺炎球菌
予防接種費助成

高齢者の肺炎球菌予防接種
費の一部を助成 ＊窓口個人負担 2,000 円

子どもインフルエ
ンザ予防接種助成

中学生までのインフルエンザ
予防接種費用の一部を助成 ＊１回 2,000 円助成（接種は２回まで）

造血細胞移植後の
ワクチン再接種費
用助成事業補助金

（詳細は 11 ページへ）

小児がん等の治療を目的と
して行う骨髄移植、末梢血
管細胞移植またはさい帯血
移植（自家移植を除く）後
に医師が認めた場合におい
てワクチンの再接種を受け
る費用に対して助成

ワクチンの再接種を受ける日及び申請時にお
いて 20 歳未満であり、村内に住所を有する
者の保護者を対象に、令和３年４月１日以降
に再接種したワクチンに係る費用に相当する
額を助成（抗体検査、医師が記載する理由書
等の費用は含まない）

ド
ナ

ー

骨髄バンクドナー
助成事業

（詳細は 11 ページへ）

骨髄バンクドナー登録の推
進を図るため、ドナー及び
勤務事業所に助成金を交付

骨髄等の提供のための通院、入院又は面談に
要した日数に対して助成金を交付

教
育

児童生徒検定等
チャレンジ助成金

小中学校に在学中の児童及
び生徒に対し検定試験等の
受験費用を助成する

小中学校の校長が奨励する資格取得試験が対
象で、助成対象経費の半額を助成
＊年間上限　5,000 円 / 人

子育て
支援係

内線 161
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補助金名称 制度概要 補助制度の内容 担当係

農
林
業

山菜栽培苗購入費
補助金

山菜を栽培し、販売する農
家がそれらの苗を購入する
場合に補助

山菜を栽培し、販売する農家等がタラの芽、
根曲がり竹、ワラビ、ゼンマイの苗の購入に
要した経費について補助
＊経費の 1/3 以内

農林係
内線 131

振興作物苗代等補
助事業

村指定の振興作物を栽培
し、販売する農家が種苗を
購入する場合に補助

新規または作付け拡大する村指定の振興作物の種
苗購入代金の一部を補助
＊概ね種苗購入代の 1/3 補助

信州産ペレット消費
拡大事業

ペレットストーブまたはペ
レットボイラーを購入する
場合に補助

ペレットストーブまたはペレットボイラーの
購入経費の一部を補助
＊経費の 10/10 以内（上限 10 万円）

強い農業・担い手づ
くり総合支援交付金

融資等を受け、農業用機械
等を導入する場合に補助

認定農業者等が融資等を受け、農業用機械等
を導入する際、融資残について補助
＊事業費の 3/10（上限 300 万円）

土地改良事業等補助
金

農業者等の２人以上の団体
が、圃場整備及び暗渠排水
事業を行う場合に補助

受益面積が概ね 10a 以上で、事業費が 10 万
円以上の場合に補助
＊事業費の 4/10 以内
＊直営施工事業費の 8/10 以内

ハウス栽培施設設置
事業

ハウスを新設、増設する場
合または灌水設備を設置す
る場合に補助

野菜・花木等の栽培で 100㎡以上のハウスを
新設、増設する場合またはハウス栽培に必要
な灌水設備を設置する場合に補助
＊ハウス：10 万円
＊灌水設備：経費の 1/3 以内

名水火口そば栽培補
助金

そばの刈取りを農業振興公
社等に委託する場合に補助

１団地 10 ａ以上栽培する農家等がそばの刈
取りを農業振興公社等に委託し、その刈取り
に要した経費に対し補助
＊刈取り 10 ａ当たり、7,500 円以内

就
農
者

新規就農研修者支援
事業補助金

農業後継者または新規就農
者を育成するため、農業振
興公社等で研修を受ける者
へ補助金を交付

農業経営を開始するために、研修を継続的に
受講する場合に補助金を交付する
＊日額 8,000 円（限度額 150 万円）

農業後継者等育成奨
励金

新たに就農した農業後継者
または新規就農者の育成の
ため奨励金を交付

農業後継者不足の対策として、担い手を確保
するため、新たに認定新規就農者または認定
農業者に認定された者へ奨励金を交付する
＊ 100 万円 / 人

農業次世代人材投資
事業

50 歳未満の青年者が新規
に就農する場合に資金を交
付

独立して自営就農した認定新規就農者に対
し、経営開始時を支援する資金を交付する
＊ 150 万円 / 人・年（最長５年間）

獣
害
防
止

獣害被害防止総合対
策交付金

電気柵を購入する場合に補
助

購入に要した経費に対し補助
＊対象経費の 1/2 以内（上限 20,000 円）

狩猟免許取得補助 狩猟免許を取得・更新する
場合に補助

免許を取得・更新した年度の事前講習テキス
ト代及び受験手数料、更新料等を補助
＊合計額の３/10 以内

商
工
業

創業支援補助金
村内に事業所を新たに設置
する者に対し土地取得など
必要な経費の一部を補助

製造及び営業のための土地、建物及び設備の
取得または改修に要する経費を補助
＊経費の 1/2 以内（上限 100 万円）

商工観光係
内線 134

中小企業退職金共済
制度補助金

村内企業が納める共済掛金
の一部を助成（最大２年間）

＊１年次　被共済者１人あたり 1/5
　　　　　　　　　　　　（上限 600 円 / 月）
＊２年次　被共済者１人あたり 1/10
　　　　　　　　　　　　（上限 300 円 / 月）

特産品開発推進奨励
補助金

特産品の開発・流通等の調
査・研修・製造に必要な機
材の購入等に要する経費の
一部を助成

村内の企業・在住者等を対象とし、地域の資
源を使って新たに特産品としての開発を行う
場合
＊事業費の 1/2 以内（上限 20 万円）

産業企画係
内線 141

詳しくは役場 0269-82-3111 または農村交流館 0269-82-2041 までお問い合わせください。
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補助金名称 制度概要 補助制度の内容 担当係

住
ま
い
づ
く
り

下水道排水設備
改造借入利子補
助

下水道接続工事やトイレの水洗
化に要した費用への融資をあっ
せんし、その利子を補助

＊工事費の 9/10 以内（上限 200 万円）
＊融資額の返済額の利子補助

国調・
水道係

内線 154

住まいづくり促
進事業補助金

（詳細は 10 ペー
ジへ）

村の集落環境や景観に配慮した
住宅を新築及び増築する場合に、
工事費の一部を補助

村内に営業所がある建設業者及び個人事業者等が
施工する工事の場合に補助

（ともに 18 歳以下の扶養親族数及び県産材使用等
による加算あり（年齢による制限あり））
＊新築 １/10 以内（上限 100 万円）
＊増築 １/10 以内（上限 75 万円）

農村
整備係

内線 151

克雪住宅普及促
進事業補助金

（詳細は 10 ペー
ジへ）

雪下ろしに伴う経済的負担の軽
減、雪下ろし作業中の転落事故
の未然防止を図るため住宅を克
雪住宅に新築、増改築及び命綱
固定アンカーや雪下ろし型物置
の設置等を行う場合に工事費の
一部を補助

融雪型克雪住宅の場合
＊工事費の 1/5 以内（上限 60 万円）
自然落雪型克雪住宅の場合（改築のみ）
＊工事費の 1/5 以内（上限 45 万円）
雪下ろし型克雪住宅（命綱固定アンカー等の設置）
の場合（改修のみ）
＊工事費の 1/2 以内（上限 8 万円） 
 （高齢者世帯等の場合にかさ上げあり）

集合賃貸住宅建
設費補助金

村内への定住促進のため、集合
賃貸住宅（アパート）を建設す
る事業者に工事費（土地代を除
く、居住専用部分を建築する建
築費）の一部を補助

村内に営業所がある建設業者及び個人事業者等が
施工する工事
＊戸数に 100 万円を乗じて得た額（上限 400 万円）
村外に営業所がある建設業者及び個人事業者等が
施工する工事
＊戸数に 50 万円を乗じて得た額（上限 200 万円）  

（1 戸当たりの居住専用延床面積が 40㎡以上で各
戸に炊事場、浴室及び便所が設置されていること

（車庫及び、居住部分以外の用途のものは対象外））

住宅耐震改修事
業補助金

耐震改修を行う住宅に工事費の
一部を補助

木造住宅の耐震診断（無料）を実施し、耐震改修
が必要となった場合に補助
＊改修費の 1/2 以内（上限 100 万円）

住宅リフォーム
等補助金

（詳細は 10 ペー
ジへ）

持家住宅の増改築工事や、リ
フォームを行う場合に工事費の
一部を補助

村内に営業所がある建設業者及び個人事業者等が
施工する工事であることなどの条件を満たす場合

（事前に問合せください）
＊工事費が 10 万円以上でその費用の 1/5 以内
　（上限 10 万円）

若者定住家賃補
助金

若者定住促進のため、村内にあ
る賃貸住宅に入居する者の家賃
の一部を補助

＊月額 4 万円を超える家賃に対し、１万円を上
　限に補助（年齢、収入による制限あり）

移
住
定
住

JR 飯山駅飯山市
営駐車場利用補
助金

JR 飯山駅の利用促進と村への移
住定住促進のため、月極め駐車
場の利用料の一部を補助

＊平面・立体駐車場の月極利用料金の 1/2 を補助

空き家活用等補
助金

空き家の有効活用を通し、移住
定住の促進及び廃屋化防止のた
めの家財搬出等、空き家の改修
及び空き家の取得に関わる費用
の一部を補助

＊家財搬出等は 1/2 以内（上限 10 万円）
＊改修は 20 万円以上の工事で 1/2 以内
　（上限 50 万円）
＊取得の場合は 1/10 以内（上限 50 万円）
　（扶養する子による加算あり） 移住定住

推進係
内線 141Ｕターン者住宅

新築及び増改築
支援補助金

（詳細は 12 ペー
ジへ）

Ｕターン者の同居等による空き
家の発生防止と、村への移住定
住促進を目的に、親等との同居
等を目的とした住宅建築費の一
部を補助

18 歳以下の子を扶養するＵターン者（※ 1）が、
２親等以内の親族との同居（※ 2）を目的に住宅
を新築・増改築した場合に、建築費の 1/2 以内で
100 万円を上限に補助。

（※ 1）転入から３年以内の者を含む
（※ 2）隣接地への居住を含む
（※ 3）令和６年度までの時限補助制度

各種補助事業を活用して、

地区づくりや村の活性化への取組みを進めましょう
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ご利用ください
住まいの補助金克雪住宅普及促進事業補助金

住まいづくり促進事業補助金

住宅リフォーム補助金

　村及び長野県では、“ 住宅屋根の雪下ろしをしない ”
 または “ 安全に下ろしができる克雪住宅 ” を普及する
 ため、住宅の新築や屋根の改修をするための補助を
 行っています。雪下ろしの安全対策としてぜひご活
 用ください。

◉補助率等
　○融雪型住宅（新築・改築）
　　【補助率】対象工事費の 20%【補助上限額】60 万円
    ○自然落雪型住宅（改築のみ）
　　【補助率】対象工事費の 20％【補助上限額】45 万円
　○雪下ろし型克雪住宅（改築のみ）
　　【補助率】対象工事費の 50%　【補助上限額】8 万円
　○雪下ろし型克雪物置（改築のみ）
　　【補助率】対象工事費の 50%【補助上限額】8 万円
 ※融雪型及び自然落雪型では、高齢者世帯等の場合
　 に補助率・限度額がかさ上げとなる場合がありま
　 すので、事前にご相談ください。

　木島平村の集落環境や景観に調和しながら魅力ある
 農村らしい景観を形成し、高齢者になっても子ども
 や孫たちと安心して暮らせる住まいづくりを目指し、
住宅を新築または増築する場合に工事費の一部を補助
します。
　また、本年度から二酸化炭素排出量の削減の取組み
 とし、断熱化などの一定以上の要件を満たす場合に、
 10 万円が加算される制度に拡充しました。
※本年度から基準内容が一部変更となりましたので、
    事前にご相談ください。

◉補助率等
　○新築工事費の 10％以内 ( 上限 100 万円 )、
　　県産材利用で 15％以内 ( 上限 150 万円 )
　○増築工事費の 10％以内 ( 上限 75 万円 )、
　　県産材利用で 15％以内 ( 上限 100 万円 )
　○加算額　
　  ・18 歳以下の扶養親族 ( 同居する子 ) 一人あたり
　　  5 万円 (15 万円限度 )
　  ・環境に優しい住まいの一定基準を満たすと 10 万円

　住宅リフォーム推進協議会では、村内住宅関連産業の 
 活性化及び、村民の皆様の居住環境の向上を目的に住
 宅のリフォーム等の工事費に対して補助を行います。
 村内の業者が施工するリフォーム等を計画されている
 方は、ご活用ください。
　また、本年度から二酸化炭素排出量の削減の取組みと
 して、住宅の断熱性能の向上を目的とした断熱化住宅
 リフォーム制度が追加されました。
　なお、住宅リフォームを過去に受けた場合でも、補助
 金を受けた年度を含め７年経過した方であれば再び住
 宅リフォームの対象となります。
※住宅リフォームを過去に受けた方でも断熱化住宅リ
　フォームを受けることができます。

◆住宅リフォーム
　【補助率】対象工事費の 20％【補助上限】10 万円
　【補助対象工事例】
　○省エネルギー化への改修（二重サッシの取付、複
　　層ガラスへの取替、灯具の LED 化、エコキュー
　　トの設置、冷暖房機の更新など）
　○トイレの改修工事（和式トイレから洋式トイレの
　　改修など）　など
◆断熱化住宅リフォーム
　【補助率】対象工事費の 20％【補助上限】10 万円
　【補助対象工事】
　○浴室及び脱衣室若しくは、一部屋以上の居室のすべて
         の窓において、断熱化改修を行う工事を含む、断熱化
         改修工事。併せて、照明器具の LED 化改修も行えます。
         （二重サッシの取付、複層ガラスへの取替）

問合せ：農村整備係　内線１５２
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予防接種の助成金を
ご紹介します

骨髄バンクドナーを
応援します

　村では、今年度新たに、感染症の発生及びまん延の
防止を図るため、小児がん等の治療を目的として行う
骨髄移植、末梢血管細胞移植又はさい帯血移植（自家
移植を除く）後に医師が認めた場合においてワクチン
の再接種を受ける費用に対して補助金を交付します。
　助成を希望される方は、事前に健康福祉係へお問い
合わせください。

◉対象者
　ワクチンの再接種を受ける日及び申請時において
　20 歳未満かつ村内に住所を有する者の保護者
◉補助額　
　４月１日以降に再接種したワクチンにかかる費用
    に相当する額（抗体検査、医師が記載する理由書
    等の費用は除く）

　村では、今年度新たに、骨
こつずい

髄または末
まっしょう

梢血管細胞の
 適切な提供及びドナー登録の推進を図るため、ドナー
 及び勤務事業所に対して助成金を交付します。
◉対象者　
 ・ドナー：４月１日以降の骨髄等を提供した日及び助成の
 　　　　    申請日に、村内に居住及び住所登録のある方
 ・勤務事業所：ドナーが主として勤務している国内の
　　　　　　　事業所

◉対象経費　　
  ・ドナー：４月１日以降に骨髄等の提供のための通院、
　　　　  入院または面談の要した日数 1 日につき
　　　　  ２万円（上限 10 日）
  ・勤務事業所：当該ドナーが骨髄等の提供のための
　　　　　　　 通院、入院又は面談に要した日数の
　　　　　　　 うち、週休日以外の勤務を要する日
　　　　　　　 数１日につき１万円（上限 10 日）

　村では、おたふくかぜのまん延防止と子育て家庭の  
 経済的負担の軽減を図るため、おたふくかぜ予防接
 種費用の一部を助成します。
◉ “ おたふくかぜ（流行性耳

じ か せ ん え ん

下腺炎）” とは
　３～６歳のお子さんが多く発症する全身感染症で、
 潜伏期間の 2 ～ 3 週間の後、発熱などの症状のほかに
 耳下腺腫脹が見られ、1 週間程度症状が続きます。合
 併症としては、無

むきんせいずいまくえん

菌性髄膜炎、脳炎、膵
すいえん

炎、難聴があ
 ります。特に難聴合併が発症すると高度以上の難聴が
 多く、聴力の回復が困難な場合があります。
◉この予防接種は任意接種です
　予防接種による効果や副反応、健康被害救済制度な
 どを保護者の方がよく理解いただき、接種について
 のご判断をお願いします。
　今年度接種をしない場合でも、来年度以降年長児まで
の期間での接種が可能ですので、ご検討ください。

◉対象者
　接種日に村に住所がある満１～６歳（年長児）で、
 おたふくかぜワクチンの接種を希望する人
◉助成金額
　対象者 1 人につき 1 回のみ（上限 3,000 円）
　※予防接種費用が 3,000 円未満の場合の助成額は、
　　実費となります。
　※医師の診断の結果、接種できなかった場合の予診
       料及び検査料等は自己負担となります。
◉申請方法
　医療機関に予防接種費用を全額支払った後、接種し
 た年度内に、必要書類をお持ちのうえ健康福祉係へ
 申請してください。
◉必要書類
　接種したことが分かる書類（接種履歴が記載された
 母子手帳・医療機関から交付された接種済証・領収書
 など）と、助成金の振込先口座が分かるもの

造血細胞移植後の
ワクチン再接種費用助成事業補助金

おたふくかぜ予防接種費用を一部助成

問合せ：健康福祉係　内線１２７

問合せ：健康福祉係　内線１２６
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不妊治療支援を拡充

その他
　新たな補助金も

長野県  特定不妊治療支援助成拡充

　 国では、出産を希望する世帯を広く支援するため、  　　
  不妊治療の保険適用を検討しています。
    保険適用までの間は、現行の助成制度を大幅に拡
  充することになりました。
◉対象治療法　体外受精および顕微授精
                         （以下特定不妊治療）

◉対象者　特定不妊治療以外の治療法によっては妊娠
　              の見込みがないか、または極めて少ないと
　　　　　医師に診断された夫婦
◉申請期限　1 回の治療が終了した日の属する年度末
　　　　　　（3 月 31 日）

申請・問合先：北信保健福祉事務所　☎ 0269-62-6311

これまでの制度

所得制限 730 万円（夫婦合算）

助成額

特定不妊治療
　1 回 15 万円（初回のみ 30 万円）
　（治療ステージＣ・Ｆは７万５千円）
男性不妊治療
　初回 30 万円（２回目以降 15 万円）

助成回数
生涯で通算 6 回まで

（妻が 40 歳以上 43 歳未満は 3 回）
対象年齢 妻の年齢が 43 歳未満

所得制限 所得制限なし

助成額

特定不妊治療
　1 回 30 万円
　（治療ステージＣ・Ｆは 10 万円）
男性不妊治療
　初回 30 万円

助成回数
子ども一人につき 6 回まで

（妻が 40 歳以上 43 歳未満は 3 回）
対象年齢 変更なし

拡充後の制度

特殊詐欺等
被害防止対策機器設置補助金

　振り込め詐欺などの特殊詐欺被害防止対策として、迷
 惑電話防止機能付き電話機などの購入・設置費用の一
 部を補助します。
◉対象者（次のすべてに該当する方）
　①村内に住所があり、かつ居住していること
　②満 65 歳以上の人のみの世帯
　③本人及び同一世帯員に村税等の滞納がないこと

◉対象機器
　固定電話機または固定電話機に接続する装置
　（着信時に通話を録音する旨の案内が流れ、自動で録
　  音するなどの機能があるもの）
　※４月１日以降に購入した対象機器が補助対象
◉補助金額
　購入・設置費用の 1/2 以内で上限 5,000 円

問合せ：生活環境係　内線１２１

U ターン者住宅新築及び
　　　　　増改築支援補助金

　Ｕターン者の同居等による空き家の発生防止と、村へ
の移住定住促進を目的に、親等との同居等を目的とした
住宅建築費の一部を補助します。
◉対象者
　18 歳以下の子を扶養するＵターン者
　※転入から３年以内の者を含む

◉対象となる新築・増改築工事
　２親等以内の親族との同居（隣接地への居住を含む）
を目的とした住宅の新築・増改築工事
◉対象となる新築・増改築工事
　建築費の 1/2 以内で上限 100 万円　
　※住まいづくり促進事業補助金との併用可

問合せ：移住定住推進係　内線１４１
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予防接種を
受けましょう

　村では、一定の年齢を迎える高齢者の皆様を対象に、
高齢者用肺炎球菌ワクチンの予防接種費用の一部を
助成します。対象となる皆様には、４月上旬に予診票
をお送りしていますので、ご確認ください。
◉助成回数は１人１回限り
　自費での接種も含め、過去に接種歴のある人は助
成の対象となりませんのでご注意ください。
◉令和３年度対象者

◉実施期間は４月１日～令和４年３月 31 日
　この期間中に接種できなかった場合、その後の接
種は全額自己負担となりますのでご注意ください。

◉費用
　自己負担額 2,000 円を予防接種時に各医療機関
でお支払いください。（村では 6,326 円を負担。）
◉接種方法
　対象者に郵送された説明文・予診票に記載された
注意事項をお読みのうえ、かかりつけの医療機関に
相談・予約して接種してください。
◉注意事項
　このワクチンは、１回の接種で５年以上免疫が持
続すると言われています。そのため、過去にワクチ
ンを接種した人が５年以内に再接種を行うと、副反
応が強く出ることがありますのでご注意ください。
◉高齢者肺炎球菌ワクチン
　肺炎は、日本人の死因の第３位であり、死亡者の
95% 以上が 65 歳以上の高齢者です。肺炎で一番多
い病原菌は肺炎球菌です。肺炎球菌ワクチンを接種
しておくと、肺炎の予防や肺炎にかかっても重症化
しにくい効果が期待されます。

◉子宮頸がんワクチン予防接種の効果
　子宮頸がんはヒトパピローマウイルスの感染が原
因の疾患です。感染する前の女子にワクチンを接種
することで、将来の子宮頸がんを 70％以上予防で
きると言われています。
◉希望の方はワクチン接種を
　子宮頸がんの予防ワクチンは平成 25 年 4 月 1 日
から、法律に基づく定期接種として実施しています。
その後「副反応の発生頻度等がより明らかとなり適
切な情報提供ができるようになるまでの間、定期接
種を積極的に勧奨すべきでない。」と、厚生労働省
より平成 25 年６月 14 日付で勧告が出されました。
　これを受けて木島平村でも、子宮頸がん予防ワク
チンについて、定期接種の中止でなく継続するもの
の、積極的な接種の勧奨は差し控えております。し
かし、次の対象者で接種を希望される方は定期接種
として無料でワクチン接種が受けられます。

◉接種対象者
　村に居住する小学校 6 年生～高校 1 年生の女子
　（平成 17 年 4 月 2 日～平成 22 年 4 月 1 日生ま
　れの方）
◉接種方法
　十分な予防効果を得るためには、3 回の接種が必
要です。（腕に筋肉注射をします。初回から 2 ヵ月
後に第 2 回目、初回から 6 ヵ月後に第 3 回目を接種
します。（接種の希望者は、健康福祉係までご連絡く
ださい。また、予防効果や副反応について十分にご
理解のうえで接種するようお願いします。）

年　齢 生　年　月　日
65 歳 昭和 31 年４月２日生 ～ 昭和 32 年４月１日
70 歳 昭和 26 年４月２日生 ～ 昭和 27 年４月１日
75 歳 昭和 21 年４月２日生 ～ 昭和 22 年４月１日
80 歳 昭和 16 年４月２日生 ～ 昭和 17 年４月１日
85 歳 昭和 11 年４月２日生 ～ 昭和 12 年４月１日
90 歳 昭和   ６年４月２日生 ～ 昭和    ７年４月１日
95 歳 大正 15 年４月２日生 ～ 昭和     ２年４月１日

100 歳 大正 10 年４月２日生 ～ 大正 11 年４月１日
60 歳以上 64 歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の
機能障害により１級の身体障害者手帳をお持ちの方

問合せ：健康福祉係　内線１２５

問合せ：健康福祉係　内線１２７

高齢者肺炎球菌予防接種

子
しきゅうけい

宮頸がんワクチン予防接種
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行
政
相
談
委
員
に
土
屋 

博
昭
さ
ん

　

行
政
相
談
委
員
と
し
て
土
屋
博
昭
さ
ん

が
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
、
４
月
１
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
住
民
の
行
政
に
対
す

る
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど
を
お
聴
き
し
て
、

そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る
も
の
で
す
。

　

相
談
所
は
、
村
の
心
配
ご
と
相
談
に
併

せ
て
定
期
的
に
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
総
務
係　

内
線
１
０
８
】

　

村
職
員　

人
事

◉
４
月
１
日
付　

新
規
採
用
職
員

　
◉
３
月
31
日
付　

退
職
職
員

○
竹
原　

雄ゆ
う
い
ち一
（
建
設
課
長
）

○
大
口　

晴は
る
お男
（
生
涯
学
習
係
長
）

【
総
務
係　

内
線
１
０
８
】

土屋　博
ひろあき

昭さん
 （北　鴨）

 

教
育
委
員
に  

月
岡 

英
彦
さ
ん

　

令
和
３
年
３
月
議
会
定
例
会
で
月
岡
英

彦
さ
ん
が
任
命
同
意
さ
れ
、
再
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
、
４
月
1
日
か
ら
４
年
間

で
す
。【

子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
１
】

月岡　英
ひでひこ

彦さん
 （中　島）

◉木島平小学校
　校　長　相原　修　　長野県教育委員会
　　　　　　　　　　（北信教育事務所）
　教　諭　太田　典孝　退職（再任用：木島平小）
　教　諭　湯本　修　　退職
　講　師　髙橋　一央　佐久穂小（新規採用）
　講　師　宮下　直美　野沢温泉小
　支援員　西澤　仁美　退職

◉木島平中学校
　教　頭　武田　光枝　　退職
　教　諭　臼井　理　　　退職
　教　諭　有賀　康晃　　南木曽中
　教　諭　赤羽　翔　　　諏訪清陵附属中
　講　師　山崎　理絵　　木曽町中
　講　師　志津田　萌　　深川第三中（東京都）
　主　事　三輪　仁美　　高甫小

◉木島平中学校
　教　諭　小林　学　　　野沢温泉中
　講　師　吉田　昌司　　豊田中
　講　師　牛久保優香　　城南中
　講　師　小林　健矢　　城南中
　講　師　丸山　らん　　新規
　主　任　阿部　恵子　　城北中
　介助支援員　大平　好宏　　新規

◉木島平小学校
　校　長　渡邊　浩司　　中野平中
　教　諭　山﨑あかね　　下諏訪南小
　教　諭　高木　元治　　中野小
　教　諭　馬場晃次郎　　新規
　講　師　中村　結　　　新規
　支援員　髙森まさ子　　日野小
　スクールサポーター　青木　和美　豊田中

ありがとうございました（転出）※校名は新勤務先

※敬称略、ふりがな省略

よろしくお願いします（転入）
※校名は旧勤務先、校長は顔写真付きで紹介

小・中学校の人事異動

滝沢　未
み く

来
 （南　鴨）

民生課
健康福祉係

丸山虎
と ら の す け

之丞
 （北　鴨）

産業課
農林係

林　佳
よ し き

樹
（栄　町）

産業企画室
産業企画係兼移住定住推進係

栁澤思
し あ ら

亜来
 （中　村）

民生課
生活環境係

渡邊 浩司
校　長 
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木 平島 村

空 き 家空き家 バンク制度の
ご案内

　村では、空き家を売りたい方、貸したい方に空き家物件を登録していただき、その情報を村公式ウェ

ブサイト等で公開し、空き家利用希望者へ情報提供する「空き家バンク制度」を運用しています。

　空き家や空き地（宅地）を所有していて、「売りたい」「貸したい」という方は、ぜひ空き家バンク

制度への物件登録をお願いします。ご相談お待ちしています。　　　

空 き 家 バ ン ク へ の 登 録 及 び 利 用 の 流 れ

①空き家物件の登録申込

　登録の際に、契約交渉を

　自身で直接行うのか、

　協定宅建業者が仲介する

　のかを選択

②物件確認

　所有者立会いのもと、

　村職員と協定宅建業者が

　物件の現地調査

③物件登録

　利活用可能な物件と判断

　されると正式に登録

空き家所有者と利用希望者の交渉及び契約の方法は次のようになります。

①直接型：空き家所有者が、購入（賃貸）希望者と契約交渉等を行う方法。

②間接型：契約交渉等の仲介を村と協定を締結した宅建業者へ依頼する方法。

①空き家物件情報の提供
　登録された物件を村公式

　ウェブサイトや県のウェブ

　サイトで情報提供

②空き家物件情報の閲覧

③利用登録・申し込み
　買いたい、借りたい物件が

　あったら、物件交渉の申込み

※村では空き家物件

　の情報提供や連絡

　調整は行います

　が、「交渉」「契約」

　などには関与しま

　せん。

空き家物件の登録（売りたい・貸したい）を

希望する方

（木島平村役場）

空 き 家 所 有 者

交 渉　 契 約・

利 用 希 望 者

空き家の利用を希望する方

空 き 家空き家 バンク

補助制度をご活用ください

 空き家バンク制度へ

登録すると、村の補助

制度を活用することが　

でき、物件を売る側も、

買う側も双方にメリッ

 トがあります。

（補助金の概要は９ページ

　　　　をご覧ください）

■空き家の管理は所有者・管

理者の責任です

　空き家をそのままにしてお

くと様々な問題が起こり、地

域の生活環境に悪影響を及ぼ

す恐れがあります。空き家の

有効活用を図るため、家が傷

む前の早めの空き家バンク登

録をご検討ください。

＜悪影響の例＞

・建物が傷み、壁の倒壊や屋根材飛散

・不審者などが侵入する可能性

・草木が繁り、隣家や道路など周辺に

   迷惑

・動物が住みつき、糞尿などの臭気が

   発生

・ゴミが不法投棄され、景観や衛生面

   にも影響（片付け費用は管理者負担）
【移住定住推進係　内線１４１】
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料 
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※政策情報係では広報誌に掲載する有料広告を募集しています。 【政策情報係　内線１１４】

パソコン　トラブル お助け隊 こんな困りごと、ありませんか？  (-_-;)　

◆PCが起動しない、PCが固まって動かない

◆ファイルが消えた

◆プリンターが動かない

◆インターネットにつながらない

◆ブラウザーの迷惑な広告を消したい

◆Word/Excel/その他アプリの使い方がわからない

ご自宅に出張し、ＰＣのトラブル解決いたします m(_ _)m

費用：１，０００円～３，０００円程度

　　　　　　（成果なしの場合は交通費実費のみ）

電話無料相談(９：００～１４：００)　 (^_^)v

☎０８０－３５２９－１７５１　川口俊夫（中村）

の

   

お
持
ち
で
す
か
？

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

生
活
環
境
係
で
は
、
顔
写
真
の
無
料
撮

影
や
、
申
請
方
法
の
ご
案
内
な
ど
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

興
味
が
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
開
庁
日
に
役
場
へ
来
ら
れ
な
い

方
の
た
め
に
、
次
の
と
お
り
時
間
外
予
約

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◉
時
間
外
窓
口
開
設
時
間

　

い
ず
れ
の
日
に
ち
も
午
前
９
時
～
正
午

に
開
設
し
ま
す
。

○
４
月　

10
日
㈯
・
11
日
㈰
・
24
日
㈯

○
５
月　

８
日
㈯
・
９
日
㈰ 

○
６
月　

12
日
㈯
・
13
日
㈰ 

◉
ご
利
用
方
法

　

事
前
に
生
活
環
境
係
へ
予
約
の
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
２
】

 

４
月
25
日
㈰
は
参
議
院
長
野
県

　

選
出
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
日

　

県
選
出
議
員
の
欠
員
に
伴
う
補
欠
選
挙

が
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
日
投
票
が
で
き
な
い
方
は
、
期
日
前

投
票
を
有
効
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◉
投
票
日
当
日

○
期
日　

４
月
25
日
㈰

○
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

○
場
所　

各
投
票
所

◉
期
日
前
投
票

○
期
日　

４
月
24
日
㈯
ま
で

○
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

○
場
所　

役
場
ロ
ビ
ー

◉
感
染
症
対
策

　

投
票
所
へ
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
設
置
、

室
内
の
換
気
、
使
い
捨
て
鉛
筆
の
配
布
、
事

務
従
事
者
な
ど
の
マ
ス
ク
着
用
に
よ
り
感
染

症
対
策
を
行
い
ま
す
。
投
票
の
際
は
次
の
点

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
マ
ス
ク
の
着
用　

・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

・
投
票
所
出
入
口
で
の
手
指
の
消
毒

・
周
り
の
方
と
の
距
離
を
保
つ

※
投
票
日
に
体
調
が
悪
く
な
る
こ
と
も
考

　

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
期
日
前
投
票
の
有

　

効
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
鉛

　

筆
を
持
参
し
て
投
票
用
紙
に
記
入
す
る

　

こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
選
挙
管
理
委
員
会

　

内
線
１
０
６
・
１
７
０
】

 

新
農
業
経
営
者
に

　
　
　
　
　
　

奨
励
金
を
交
付

　

村
で
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
及
び

農
業
後
継
者
不
足
の
中
、
新
た
な
担
い
手

農
家
を
確
保
し
地
域
農
業
の
振
興
を
図
る

た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら
農
業
の
後
継
者

や
新
規
就
農
者
に
１
０
０
万
円
の
奨
励
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、滝
沢
育
雄
さ
ん
が
対
象
と
な
り
、

３
月
29
日
、
役
場
応
接
室
で
交
付
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

滝
沢
さ
ん
は
、
親
元
の
エ
ノ
キ
栽
培
と

米
作
り
に
携
わ
っ
て
お
り
、
ゆ
く
ゆ
く
は

親
の
後
を
継
ぐ
た
め
、
現
在
、
耕
作
面
積

の
拡
大
や
経

営
継
承
に
向

け
て
取
り
組

ん
で
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

【
農
林
係　

内
線
１
３
１
】

マイナンバーカード
時間外窓口

滝沢　育
い く お

雄さん
 （南　鴨）
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※政策情報係では広報誌に掲載する有料広告を募集しています。 【政策情報係　内線１１４】

あすなろ学習塾 生徒募集！

未来を夢見る生徒諸君を募集します

詳細は下記にお問合せください
☎０８０－３５２９－１７５１
　　　　　　川口 俊夫（中村）

◆生徒：授業形式

　中学生：同じ学力レベルで２人まで

　高校生：１対１

◆科目：数学、英語、理科（物理、化学）

◆場所：木島平郵便局より徒歩１分

◆月謝：１１，０００円（１００分／回、４回／月）

　教材は実費、１科目１，０００円／年 程度

   
緊
急
事
態
宣
言
の
影
響
緩
和
に

　
　
　
　

    

か
か
る
一
時
支
援
金

　

国
で
は
、
令
和
３
年
１
月
に
出
さ
れ
た

緊
急
事
態
宣
言
に
伴
い
、
次
の
い
ず
れ
か

の
減
少
理
由
に
よ
り
１
～
３
月
の
売
上
高

が
50
％
以
上
減
少
し
て
い
る
事
業
者
に
対

し
て
支
援
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

◉
減
少
理
由

○
緊
急
事
態
発
令
地
域
の
飲
食
店
と
、
直

　

接
・
間
接
の
取
引
が
あ
る
こ
と

○
緊
急
事
態
宣
言
発
令
地
域
に
お
け
る
不

　

要
不
急
の
外
出
・
移
動
の
自
粛
に
よ
り

　

直
接
的
な
影
響
を
受
け
た
こ
と

◉
申
請
に
つ
い
て

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
し
く
は
申
請
サ
ポ
ー

ト
会
場
に
て
申
請

※
申
請
に
は
事
前
に
「
登
録
確
認
機
関
」

　

に
よ
る
確
認
が
必
要
で
す
。（
村
内
の

　

登
録
確
認
機
関
は
、
村
商
工
会
の
み
）

◉
給
付
額

　
「
令
和
元
年
ま
た
は
２
年
の
１
～
３
月

の
合
計
売
上
額
」
か
ら
「
令
和
３
年
で
１

～
３
月
の
う
ち
、
一
番
売
上
が
少
な
か
っ
た

ひ
と
月
の
３
か
月
分
」
を
引
い
た
額

○
中
小
法
人
等　
　

上
限
60
万
円

○
個
人
事
業
者
等　

上
限
30
万
円

【
商
工
観
光
係　

内
線
１
３
４
】

    

信
州
の
安
心
な
お
店

　
　
　
　

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

長
野
県
で
は
県
民
が
安
心
し
て
飲
食
店

を
利
用
で
き
る
環
境
を
推
進
す
る
た
め

に
、「
信
州
の
安
心
な
お
店
」
を
認
定
す

る
と
と
も
に
消
費
を
喚
起
す
る
ク
ー
ポ
ン

券
を
発
行
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

◉
信
州
の
安
心
な
お
店
と
は

　

長
野
県
で
実
施
し
て
い
る
既
存
の
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
推
進
宣
言
」
を

行
っ
て
い
る
事
業
者
の
う
ち
、
感
染
防
止

対
策
が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
事
業
者
で
す
。

◉
信
州
の
安
心
な
お
店
ク
ー
ポ
ン
発
行
事
業

　
「
信
州
の
安
心
な
お
店
」の
う
ち
、飲
食
・

サ
ー
ビ
ス
業
の
店
舗
が
ク
ー
ポ
ン
券
を
発

行
し
ま
す
。
ク
ー
ポ
ン
券
の
利
用
は
発
行

し
た
店
舗
の
み
と
な
り
ま
す
。

【
商
工
観
光
係　

内
線
１
３
４
】

   

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
所

　

４
月
よ
り
、「
障
害
者
の
日
常
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
」
に
基
づ

く
、「
木
島
平
村
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
開
所
し
ま
し
た
。
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
そ
れ
ぞ
れ

の
能
力
に
合
わ
せ
て
、
作
業
活
動
や
創
作

活
動
を
し
な
が
ら
、
社
会
活
動
へ
の
参
加

を
支
援
す
る
た
め
の
通
所
施
設
で
す
。

　

な
お
、
業
務
は
「
社
会
福
祉
法
人
高
水

福
祉
会
」
に
委
託
し
、
運
営
し
ま
す
。

◉
名
称　

木
島
平
村
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

◉
場
所　

飯
山
市
南
町
19
番
地
８
（
多
機

　

能
型
障
が
い
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
雁
木
ぷ
ら
ざ
）
内
）

◉
開
所
時
間　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
（
土
日
、
祝
日
は
お
休
み
）

◉
活
動
内
容　

絵
手
紙
、
ち
ぎ
り
絵
、
手

　

芸
、
ヨ
ガ
、
調
理
、
映
画
・
レ
コ
ー
ド

　

鑑
賞
、
図
書
館
利
用
、
散
歩　

な
ど

◉
利
用
に
あ
た
っ
て

○
ま
ず
は
健
康
福
祉
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
利
用
料
は
無
料
で
す
。（
食
費
、
創
作

　

活
動
に
か
か
る
費
用
は
利
用
者
負
担
）

○
公
共
交
通
機
関
（
デ
マ
ン
ド
、バ
ス
等
）

　

を
利
用
し
て
通
う
場
合
は
、
交
通
費
の

　

助
成
が
あ
り
ま
す
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】
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確
認
で
き
ま
す

　
　

固
定
資
産
税
の
評
価
額

　

次
の
期
間
中
、
役
場
で
固
定
資
産
税
の
納

税
者
が
、
本
人
所
有
の
土
地
・
家
屋
と
、
ほ

か
に
記
載
さ
れ
て
い
る
土
地
・
家
屋
の
評
価

額
を
確
認
で
き
る
「
縦
覧
」
と
、
本
人
所
有

の
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
確
認
で
き
る
「
閲

覧
」
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◉
期
間　

６
月
30
日
㈬
ま
で

◉
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

 　
　
　
　

土
日
祝
日
は
除
く

◉
持
ち
物

①
共
通　

身
分
証
明
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
、納
税
通
知
書
等
）

②
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者
の
代
理
人

　

納
税
義
務
者
の
委
任
状

③
借
地
・
借
地
人　

不
動
産
賃
貸
契
約
書

④
相
続
人　

戸
籍
謄
本
な
ど
相
続
関
係
が

　

わ
か
る
も
の

◉
そ
の
他　

手
数
料
無
料
、
土
地
・
家
屋

　

価
格
等
縦
覧
帳
簿
は
コ
ピ
ー
不
可

【
税
務
係　

内
線
１
１
１
】

   

権
利
擁
護
に
つ
い
て
ご
相
談
を

　

認
知
症
の
親
が
詐
欺
被
害
に
あ
わ
な
い
か

心
配
、
財
産
を
任
せ
ら
れ
る
家
族
が
い
な
い

な
ど
と
い
っ
た
成
年
後
見
制
度
を
は
じ
め
と

し
た
権
利
擁
護
に
関
す
る
ご
相
談
を
随
時
お

受
け
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
ご
都
合
に
合
わ
せ
柔

軟
に
対
応
し
ま
す
。

・
相
談
事
項　

権
利
擁
護
相
談
（
成
年
後
見

　

制
度
、介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
等
含
む
）

・
相
談
日

　

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

・
相
談
先　

北
信
圏
域
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

・
電
話
番
号　

０
２
６
９
―

２
６
―

２
２
６
６

  

令
和
２
年
度
分
の
納
税
は
お
早
め
に

　

６
月
か
ら
令
和
３
年
度
の
納
税
が
始
ま

り
ま
す
。
令
和
２
年
度
分
の
村
税
等
に
未
納

が
あ
る
方
は
４
月
末
ま
で
に
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。
一
括
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
随

時
、
納
税
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
担

当
係
へ
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◉
電
子
式
メ
ー
タ
ー
の
漏
水
確
認

　

積
雪
に
よ
り
冬
期
間
行
っ
て
い
な
か
っ

た
水
道
・
下
水
道
の
メ
ー
タ
ー
検
針
を
４

月
末
か
ら
行
い
ま
す
。（
ス
キ
ー
場
・
池
の

平
の
自
動
検
針
地
区
は
除
く
）

　

今
回
の
検
針
に
よ
り
、
冬
期
間
に
使
用

し
た
水
量
が
確
定
す
る
た
め
、
概
算
で
い

た
だ
い
て
き
た
料
金
と
、
実
際
に
使
用
し

た
料
金
の
差
額
を
、
５
・
６
月
分
で
精
算
し

ま
す
。
詳
し
い
結
果
は
５
月
中
旬
に
お
送

り
す
る
「
冬
期
精
算
通
知
書
」
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◉
漏
水
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は

　

今
回
の
検
針
時
に
漏
水
が
疑
わ
れ
る
場

合
は
、
検
針
員
が
お
知
ら
せ
を
置
い
て
い

き
ま
す
。
敷
地
内
で
漏
水
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
村
の
水
道
指
定
工
事
店
に
修
理
の
依

頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
漏
水
の
場

合
に
は
料
金
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
国
調
・
水
道
係
ま
た
は
、
水

道
指
定
工
事
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◉
上
下
水
道
の
メ
ー
タ
ー
検
針
を
正
確
に

　

行
う
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

○
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を

　

置
い
た
り
、
自
動
車
を
止
め
な
い
で
く

　

だ
さ
い
。

○
飼
い
犬
は
、
敷
地
の
出
入
り
口
や
水
道

　

メ
ー
タ
ー
か
ら
離
れ
た
場
所
に
つ
な
い

　

で
く
だ
さ
い
。

矢印の部分が家中の水
を止めても回っている
場合は漏水です。水道
メーターは量水器ボッ
クスの中にあります。

◉
ア
ナ
ロ
グ
式
メ
ー
タ
ー
の
漏
水
確
認

上
下
水
道
の
冬
期
精
算
と
漏
水
の
確
認
に
つ
い
て

※政策情報係では広報誌に掲載する有料広告を募集しています。
【政策情報係　内線１１４】

有 

料 

広 

告

壁などに水道の計測
器が取り付けられて
い る お 宅 で 、 上 の
マークが表示されて
いる場合は漏水の疑
いがあります。

令和３年度
水質検査計画を
公表しています

　計画は、村公式ウェ
ブサイトでご覧いただ
けるほか、国調・水道
係でも閲覧できます。

　
【
国
調
・
水
道
係　

内
線
１
５
４
】



2021.4

19

所　得　段　階 保険料率 月額保険料
（円）

前年との
差額（円）

第１段階
・生活保護を受給している人
・老齢福祉年金受給者で住民税世帯非課税等の人
・世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金
   収入額の合計額が 80 万円以下の人

基準額× 0.4    2,240  +40   

第２段階 ・世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と課税
   年金収入額の合計額が 80 万円を超え 120 万円以下の人 基準額× 0.5    2,800  +50

第３段階 ・世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と
　課税年金収入額の合計額が 120 万円を超えている人 基準額× 0.75    4,200  +75

第４段階
・世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税
   非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計
   額が 80 万円以下の人

基準額× 0.9    5,040  +90

第５段階
・世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税
   非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計
   額が 80 万円を超えている人

基準額    5,600 +100

第６段階 ・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120 万円
   未満の人 基準額× 1.3    7,280 +130

第７段階 ・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120 万円
   以上 210 万円未満の人 基準額× 1.5    8,400 +150

第８段階 ・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 210 万円
   以上 320 万円未満の人 基準額× 1.75    9,800 +175

第９段階 ・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 320 万円
   以上の人 基準額× 2.0 11,200 +200

※低所得段階については、令和３～５年度まで公費により負担軽減を図ります。
　○第１段階の割合 0.6 ⇒ 0.4　○第２段階の割合 0.75 ⇒ 0.5　○第３段階の割合 0.8 ⇒ 0.75

＊それぞれの方の所得段階は、前年の所得が確定となる６月以降に、順次お知らせします。

令和３年度からの介護保険料改定のお知らせ
　４月から、第１号被保険者（65 歳以上の方）の介護保険料を改定します。
　介護保険料は３年ごとに見直されますが、令和３年度から令和５年度の３年間は直近３か年の
介護保険サービスの給付費が増加したことにより、保険料が増額となります。高齢者の皆様には
ご負担をおかけしますが、介護保険制度の安定運営のためご理解とご協力をお願いします。

【健康福祉係　内線１２７】１　改正後の 65 歳以上の方の保険料は、次のとおりです

３　介護保険料の決まり方

×

÷

２　介護保険の財源

65 歳以上の
方の保険料

（第 1 号
  被保険者）

40 ～ 65 歳
の方の保険料

（第２号
  被保険者）

公費（税金）
（国・県・市町村）

23％ 27％ 50％

市町村が定める保険料を所得の状況等に応じて
等しく負担していただきます。
※第２号被保険者（40 歳から 64 歳）の保険
　料は加入している医療保険料に含まれています。

村で介護保険給付にかかる費用

65 歳以上の人の負担分（23％）

村の 65 歳以上の人口

介護保険料の基準額
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【政策情報係　内線１１５】

【今年のテーマ】
with コロナ時代の新しい働き方とは？

～ワーケーション／リモートワークの「木島平モデル」を考えよう！～
　新型コロナウイルス感染防止対策や働き方改革の推進による多様な働き方への期待から、企
業等において自宅やレンタルオフィスでの「リモートワーク」が急速な広がりをみせており、
なかでも観光地やリゾート地で働きながら休暇をとる「ワーケーション」など、場所や時間を
選ばない新しい働き方への関心が高まっています。こうした状況を背景に、木島平村が直面す
る課題解決の手段の一つとして村内でのワーケーションやリモートワークの推進を計画してい
ます。そこで独自性のある「木島平モデル」の提案をしてください。

　３月 19 日、早稲田大学と村の連携プロジェクト事業であ
る「早稲田大学地域連携ワークショップ」の最終提案報告会
が役場で行われました。
　例年、学生たちは村を訪れてヒアリング等を行いますが、
今年は新型コロナウイルス感染防止の観点から来村せず、全
工程をオンラインにて実施しました。
　今年は、15 人の学生が３つのチームに分かれ、１月から
調査に取り組み、２月からはオンラインで村内の様々な方か
らお話しを聞いてきました。
　３チームとも、独自性のある提案で、村の新しい観光政策
に活かせるような最終提案報告会となりました。

（当日の模様は、ふう太ネット「ふうチャンスペシャル」
（4 月 28 日㈬、30 日㈮、５月２日㈰）にお送りします。）

早大生が新しい働き方について提案

 早稲田大学地域連携ワークショップ最終提案報告会が行われました

『あなたの “ したい ” が
                       できる場所　
 あなたの “ できる ” が
                  増える場所』

『家族まるごと
       ワデュケーション』
　家族連れをターゲットにワー
ク（仕事）+ バケーション（休
暇）+ エデュケーション（教育）
で木島平村のそれぞれの強みを
生かし、子どもも大人も満足で
きるプランの提案。

『大人のなつやすみ』
　郷の家をワーキングスペース
に設定し、こどもの頃に田舎の
祖父母の家で体験したような、
自然体験等をセットにしたプラ
ン。また郷の家のコワーキング
スペース（※）への改修にクラ
ウドファンディングの利用を提
案。

学生チーム名 学生チーム名 学生チーム名

Ｗ
わ き あ い あ い

ＡＫＩＩＩ 早稲田のきじま太鼓判 ずくだせ！こめこめ倶楽部

※「コワーキングスペース」とは、場所の縛りがない環境で働いている人たちによる働き方（コワー
　 キング）を支える場所のこと。一般的に個室よりも図書館やカフェなどのオープンスペースが
　多いとされる。

　
　働く場所、遊ぶ場所を自由に
選択できるよう、その人の希望
に沿ったプランを提示、予約で
きるようなワーケーション専門
の相談員『きじま案内人』を配
置する提案。

学
生
た
ち
は
自
宅
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

村
長
、議
長
を
は
じ
め
、

大
勢
の
方
が
報
告
会
に

参
加
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木島平村子育て世代包括支援センターを開設しました

　令和３年３月に、子育て世代包括支援センターを開設しました。
　この支援センターがどんな組織なのか、どんなことを行うのかを Q＆A 方式でお知ら
せします。

子育て世代包括支援センターって、なに？

「子育て世代」って幅広いけど、どの年代のこと？

今と、どんなところが変わるの？

役場の中の複数の部署が連携し、地域の皆様と協力しながら子育て支
援を行う組織です。
切れ目ないサポートを目指し、子育てに関する心配ごとの相談から、
情報提供や、必要に応じて関係機関との連絡調整を行います。

妊娠・出産・子育て期（０～ 18 歳程度）に対して、それぞれ次の
支援を行います。

妊娠や育児への不安、心配がある場合、必要な方には今後の子育てに
ついて、支援プラン（一人ひとりにあった支援や当面のスケジュール）
を一緒に考えます。

妊娠期

○母子健康手帳交付時
　に、すべての妊婦さん
　を対象に保健師が面談
　を行います。
○必要な方には継続的に
　支援を行います。

子育て期

○産後、ご自宅に訪問し、体重測定や
　予防接種の説明、育児相談に対応します。
○育児への不安がある場合は継続的に
　相談に応じ、必要な支援につなぎます。
○保育園や、小・中学校に関する相談に
　応じます。

出産前後

必要に応じて医
療機関との連絡
調整を行
います。

妊娠・出産・子育てに関することや病気、
家族の健康などの相談に応じます。

健康福祉係　内線 127

保健師への相談
子育て支援に関する情報提供や紹介などの利用支援、

保育園や学校に関する相談に随時応じます。
子育て支援係　内線 161、162

子育て支援、家庭児童相談員への相談

子育て支援情報のほか、 地域の遊び場や子どもの発達が気になるなど、 お気軽にご相談ください
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村
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
寄
附
を
い
た
だ
い
た

村
外
在
住
の
方
に
対
し
、
お
礼
と
し
て
地
元
特
産
品
な
ど

（
返
礼
品
）
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

　

村
の
「
魅
力
発
信
」、「
地
元
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
」
を
よ
り

進
め
る
た
め
、
返
礼
品
の
出
品
を
し
て
い
た
だ
け
る
村
内

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
移
住
定
住
推
進
係　

内
線
１
４
２
】

ふるさと納税者
（寄附者）

木島平村

事業者①寄附・返礼品選択

木島平村 事業者

④返礼品代金請求

⑤返礼品代金支払

③商品の発送

ふるさと納税　商品発送フロー図

ふるさと納税返礼品

提供事業者を募集

 

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
応
援
し
た
い
自

治
体
に
対
す
る
「
寄
附
」
の
こ
と
で
す
。

　

寄
附
に
よ
り
、
自
治
体
は
新
た
な
収
入

を
得
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
と
も
に
、
寄
附
者
は
返
礼
品

を
受
取
り
、
税
金
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ほ

　

か
、
様
々
な
広
報
媒
体
に
、「
事
業
者

　

名
」
や
「
返
礼
品
」
が
無
料
で
掲
載
さ

　

れ
る
こ
と
で
、
全
国
の
消
費
者
の
皆
様

　

へ
向
け
た
Ｐ
Ｒ
が
で
き
ま
す
。

○
村
に
ご
寄
附
く
だ
さ
る
全
国
の
方
に
、

　

特
産
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
返
礼
品
と
し
て

　

お
選
び
い
た
だ
き
、
提
供
を
行
う
機
会

　

が
増
え
ま
す
。

 

出
品
に
関
す
る
注
意
事
項

　

返
礼
品
に
で
き
る
も
の
は
、
村
内
に
事

業
所
が
あ
る
業
者
の
地
場
産
品
に
限
ら
れ

ま
す
。

　

地
場
産
品
と
は
、
村
内
で
生
産
、
加
工

さ
れ
た
も
の
、
村
内
で
原
材
料
の
主
要
な

部
分
が
生
産
さ
れ
た
も
の
、
村
内
に
お
い

て
提
供
さ
れ
る
役
務
（
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど

で
す
。
出
品
の
詳
細
に
関
し
て
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

 

申
込
み
方
法

　

出
品
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
次
の
内
容
を
ご
準
備
の
う
え
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

・
返
礼
品
名

・
返
礼
品
の
価
格

・
返
礼
品
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

・
出
品
可
能
期
間
及
び
数
量

　
（
年
間
通
し
て
、
も
し
く
は
期
間
限
定
）

・
商
品
の
画
像
等

 

返
礼
品
の
提
供
メ
リ
ッ
ト

木島平村の
ふるさと納税は

下記ＱＲコードから

皆様からのご応募を
お待ちしています

依頼書
②返礼品発注・配送依頼
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村
で
は
、
高
校
生
以
上
の
修
学
を
支
援

す
る
た
め
、
無
利
子
で
奨
学
資
金
の
貸
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
、
家
計
が
急

変
し
た
方
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
の
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

◉
対
象
者
（

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

○
４
月
１
日
時
点
の
高
校
生
、専
門
学
校
生
、

　

短
期
大
学
生
、大
学
生
ま
た
は
大
学
院
生
、

　

専
修
学
校
生
、
海
外
留
学
生
（
学
位
の
取

　

得
を
目
的
と
す
る
も
の
に
限
る
）

　

※
通
信
制
も
対
象

○
村
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る

○
保
護
者
（

夫
婦
）

の
所
得
が
、【
基
準
額
】

　

４
６
０
万
円
＋
【
加
算
額
】
扶
養
１
人
に

　

つ
き
38
万
円
＋
老
人
扶
養
１
人
に
つ
き　

　

44
万
円
の
合
計
し
た
金
額
以
下
（
家
計
が

　

急
変
し
た
場
合
も　

対
象
と
な
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。）

○
日
本
学
生
支
援
機
構
な
ど
の
団
体
か
ら
、

　

無
利
子
の
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い

　

な
い

○
貸
付
を
受
け
る
学
生
及
び
保
護
者
の
属

　

す
る
世
帯
が
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い

◉
貸
与
期
間　

正
規
の
修
学
期
間

◉
貸
付
金
額　

月
額
４
万
円
以
内

　
　
（
高
校
生
の
み
月
額
１
万
円
以
内
）

◉
償
還
期
間　

最
終
学
校
を
卒
業
し
て
６

　

か
月
経
過
後
か
ら
、
貸
与
期
間
の
２
倍
以

　

内
の
期
間

◉
償
還
の
免
除

○
本
人
死
亡
の
場
合

○
村
内
で
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
と
し
て

　

業
務
に
従
事
し
た
場
合

◉
申
込
み
に
必
要
な
書
類
（

①
～
④
）

①
申
請
書

②
誓
約
書

③
入
学
証
明
書
ま
た
は
在
学
証
明
書

④
保
護
者
の
所
得
・
課
税
・
扶
養
証
明
書

（

①
・
②
は
子
育
て
支
援
係
に
あ
り
ま
す
）

◉
受
付

・
申
込
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
貸
付
を
受
け
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
お

　

子
さ
ん
で
す
。
申
込
時
に
は
、
必
ず
お

　

子
さ
ん
と
連
帯
保
証
人
と
な
る
保
護
者

　
（

父
、
母
な
ど
）

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
２
】

奨
学
資
金
の
貸
付
制
度

高
校
生
以
上
の
修
学
を

　
　
　
　
　

支
援
し
ま
す

　

村
民
の
皆
様
こ
ん

に
ち
は
。
時
が
経
つ

の
は
早
い
も
の
で
、

協
力
隊
二
年
目
を
迎

え
た
厚
井
知と

も

き生
で
す
。

　

昨
年
は
、
主
に
道

の
駅
の
活
性
化
に
尽

力
し
て
き
た
つ
も
り

で
し
た
が
、
客
足
は
増
加
す
る
ど

こ
ろ
か
、
一
昨
年
よ
り
減
少
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
年
は
勤
務
場
所
が
役
場
か
ら

道
の
駅
に
変
わ
る
の
で
、
心
機
一

転
、
昨
年
以
上
に
道
の
駅
復
活
に

向
け
て
、様
々
な
取
組
み
を
行
な
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
先
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
生

放
送
に
て
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
が

特
集
さ
れ
た
際
、
専
門
家
の
方
か

ら
、
「
高
揚
感
を
出
す
た
め
に
、

入
り
口
に
お
に
ぎ
り
の
巨
大
オ
ブ

ジ
ェ
を
設
置
し
た
ら
ど
う
か
」
と

い
う
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
約

４
５
０
０
人
の
村
民
一
人
ひ
と
り

に
、
米
粒
を
一
粒
ず
つ
作
っ
て
も

ら
い
、
そ
の
集
合
体
で
巨
大
お

に
ぎ
り
を
作
ろ
う
と
い
う
試
み
で

す
。私
は
こ
の
試
み
を
聞
い
た
時
、

正
直
「
村
民
全
員
の
協
力
を
仰
ぐ

の
は
難
し
い
」
と
思
い
ま
し
た

が
、
同
時
に
「
も
し
実
現
で
き
た

な
ら
、
４
５
０
０
人
の
思
い
が
詰

ま
っ
た
道
の
駅
の
目
玉
オ
ブ
ジ
ェ

に
な
る
」
と
も
思
い
ま
し
た
。

　

近
い
う
ち
に
、
村
民
の
皆
様
に

米
粒
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
（
も
ち

ろ
ん
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　

そ
の
際
に
は
、
一
人
で
も
多
く

の
村
民
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
お
に

ぎ
り
オ
ブ
ジ
ェ
を
作
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地域おこし

　協力隊  通信

こ
ん
な
風
に
、
お
に
ぎ
り
オ
ブ

ジ
ェ
が
で
き
た
ら
良
い
な
と
考

え
て
い
ま
す
。
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シ
リ
ー
ズ　

コ
ミ
ス
ク
①

　

地
域
と
学
校
と
で
子
ど
も
を
育
む

　

木
島
平
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
※

学
校
運
営
協
議
会
の
こ
と
。
以
下
Ｃ
Ｓ
。）
は
、

「
ふ
る
さ
と
木
島
平
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
、

地
域
総
ぐ
る
み
で
育
て
よ
う
」
を
目
的
に
、「
学

校
と
い
う
場
で
」「
地
域
と
い
う
場
で
」、
子
ど

も
た
ち
が
多
様
な
出
会
い
か
ら
学
ぶ
こ
と
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
の
中
止

や
自
粛
が
や
む
な
き
に
至
り
ま
し
た
が
、

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
通
学

路
の
完
全
点
検
・
消
毒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
、
新
た
な
取
組
み
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
子
ど
も
た
ち
が
、
木
島
平

で
学
ぶ
こ
と
「
誇
り
」
と
「
愛
着
」
が

持
て
る
取
組
み
を
、
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

    

Ｃ 

Ｓ 

委 

員 

の 

公 

募 

に 

つ 

い 

て

　

学
校
活
動
支
援
活
動
や
地
域
活
動
推
進

に
興
味
の
あ
る

方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

４
月
末
日

ま
で
に
子
育

て
支
援
係
へ

ご
連
絡
く
だ

さ
い
。【

子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
１
】

 　

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

　

令
和
２
年
度
に
実
施
し
た
緑
の
募
金
で

は
26
万
８
９
５
５
円
の
募
金
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
毎
年

公
共
施
設
の
緑
化
や
苗
木
頒
布
会
の
苗
木

代
、
み
ど
り
の
少
年
団
の
活
動
費
な
ど
に

活
用
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
隣
組
回
覧
に
て
各
家
庭
に
チ

ラ
シ
と
緑
の
募
金
用
封
筒
を
お
届
け
し
ま

す
の
で
、
募
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
苗
木
頒
布
会
は
５
月

11
日
㈫
午
前
10
時
か
ら
、
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
の
駐
車
場
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
農
林
係　

内
線
１
３
１
】

シトラスリボンづくり

▲苗木頒布会の様子

■日時　５月８日㈯　午前８時 30 分～午後４時
■場所　木島平村内国道 403 号　滝見橋周辺（玉
滝不動付近）
　毎年、玉滝不動の例祭に合わせて行われ、新緑
とのコントラストの美しさから春の落水は多くの
カメラマンで賑います。
　（一社）木島平村観光振興局　☎ 0269-82-2800

　グリーンシーズン観光の充実を図ることを目
的として、カヤの平高原と秋山郷の旅を運行し
ます。今年は木島平村での単独ツアーを 11 回、
栄村での単独ツアーを７回、カヤの平高原と秋
山郷を結ぶツアーを６回企画しています。６～
11 月まで運行されますので、今後シリーズで
お知らせします。
　ご利用にあたっては、
予約が必要となりますの
でご注意ください。
■予約先
　予約の受付は、ツアー
運行日から起算して５日前までです。
　・森宮交通株式会社　☎ 0120-47-6300

商工観光係　内線１３４

長野県最北端 地元ガイドと行く

　　秘境 秋山郷 ・ カヤの平高原の旅
名瀑　幻の滝 「樽滝」 出現

■日時　５月９日㈰　午前 10 時 30 分～午後１時
■場所　行列行進　木島平中学校下から出発　
　　　　お田植え　根塚遺跡付近
　行列行進と地元和敬会による田植え唄と踊り、
そして早乙女による田植えを行います。当日は郷
土料理や特産品の販売もあります。

（一社）木島平村観光振興局　☎ 0269-82-2800

お田植えまつり 開催
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春
で
す
ね
。
お
か

げ
さ
ま
で
、
３
月
末

で
木
島
平
小
学
校
で

の
支
援
員
業
務
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
１
年
間
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
感
じ
た
印
象
は
、
木
島
平
小
の

み
ん
な
は
学
年
を
と
び
こ
え
て
仲
良
し

で
、
思
い
や
り
い
っ
ぱ
い
の
優
し
い
子

ど
も
た
ち
、
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、

先
生
方
が
愛
情
い
っ
ぱ
い
に
接
し
て
い

る
姿
に
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
、
み
ん
な
に
送

り
出
し
て
い
た
だ
い
た
と
き
は
名
残
惜

し
く
も
、
同
時
に
、
背
中
を
押
し
て
い

た
だ
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
集
落
支
援
員
と
し
て
役
場

産
業
企
画
室
に
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

木
島
平
村
商
工
会
よ
り
委
託
を
受
け
、

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
村
内
飲
食
店
を
対
象
と
し
た
応
援
企

画
と
し
て
、
情
報
掲
載
マ
ッ
プ
が
で
き

ま
し
た
。

　

実
際
に
は
６
つ
折
り
の
形
を
考
え
ま

し
た
。
折
り
直
し
た
り
広
げ
て
１
枚
で

見
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

今
回
、
せ
っ
か
く
作
る
な
ら
「
木
島

平
村
な
ら
で
は
」
の
マ
ッ
プ
に
し
た
い
！

と
、
タ
イ
ト
ル
も
木
島
平
こ
と
ば
で
「
の

ま
し
・
た
べ
ら
し
・
よ
っ
て
が
し
」
に
。

　

ま
た
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
先
輩
方
に
も
お
力
を

お
借
り
し
ま
し
た
。
英
語
表
記
の
部
分

は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ア
ラ
ン
先
生
に
ご
相
談

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

写
真
の
撮
影
も
、
デ
ザ
イ
ン
も
、
そ

れ
ぞ
れ
プ
ロ
の
方
と
一
緒
に
、
村
の
魅

力
が
伝
わ
る
よ
う
な
工
夫
を
あ
れ
こ
れ

考
え
ま
し
た
。「
給
水
ス
ポ
ッ
ト
」
や
「
ベ

ジ
タ
リ
ア
ン
・
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
対
応
」
な
ど
、

お
店
の
皆
様
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

自
然
豊
か
な
木
島
平
村
だ
か
ら
こ
そ

の
環
境
を
意
識
し
た
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の

利
用
や
、「
人
」
が
あ
た
た
か
い
と
言
わ

れ
る
村
の
良
さ
が
伝
わ
る
よ
う
な
、
地

域
の
中
で
楽
し
め
る
「
村
い
っ
こ
ぶ
ん
」

の
小
さ
な
旅
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

た
く
さ
ん
の
人
が
関
わ
っ
て
で
き
た

新
し
い
マ
ッ
プ
。
村
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
、
地
域
の
魅
力
を
見
つ
け
た
く
な
る

も
の
に
な
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

※
マ
ッ
プ
は
広
報
に
折
り
込
ん
で
い
ま
す
。

集
落支援員だより

問合せ　内線１４２

西澤　仁
ひ と み

美

  

お
い
し
く
、
エ
コ
な
む
ら
た
び

　

木
島
平
村
お
持
ち
帰
り
マ
ッ
プ

６つ折りで
コンパクトサイズ

環境にやさしい
竹紙でできています

公式インスタグラム
　　　　　　　ページ
@kijimadaira_muratabi

フォローお願いします♪

  「
年
金
制
度
が
詳
し
く
わ
か
る
」

　
　
　
　
　

動
画
が
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

　

日
本
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
の
方
は

国
民
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
付
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
制
度
の
内
容
や
メ
リ
ッ
ト
、

保
険
料
の
納
付
方
法
や
免
除
の
手
続
き
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
動
画
で
案
内
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
動
画
の
内
容

○
年
金
制
度
や
メ
リ
ッ
ト
な
ど
の
紹
介

○
保
険
料
の
納
付
方
法
の
紹
介

○
学
生
納
付
特
例
制
度
の
紹
介

○
免
除
・
納
付
特
例
制
度
の
紹
介

○
臨
時
特
例
免
除
制
度
の
紹
介

【
生
活
環
境
係　

内
線　

１
２
１
】

「国民年金の加入と保険料のご案内」
URL : https//www.nenkin.go.jp/
　　　　　　　　tokusetsu/20kanyu.html
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各スキー大会の結果を
お知らせ

　３月中旬～下旬にかけて、村内で
スキー大会が行われました。
　村内（出身）の選手の活躍した結果を
お知らせします。（記載順は、出場カテ
ゴリ、順位、氏名（ふりがな省略）、地区。
10 位まで掲載します。）

【生涯学習係　☎ 0269-82-2041】

第
41
回
木
島
平
ジ
ュ
ニ
ア
大
回
転

　
　
　
　
　
　

ス
キ
ー
競
技
大
会

　

第
41
回
ジ
ュ
ニ
ア
大
回
転
ス
キ
ー
競
技

大
会
が
３
月
13
日
、
北
信
州
木
島
平
ス

キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
55
チ
ー
ム
、
１
７
０
人
の

小
学
生
選
手
が
参
加
し
、
技
術
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

◉
１
年
男
子

　

⑧　

関　

快
晟
（
西
町
）

◉
２
年
女
子　

　

⑥　

山
浦
さ
く
ら
（
内
山
）　

　

⑦　

小
林　

明
莉
（
北
鴨
）

◉
３
年
男
子

　

⑦　

高
藤　

樹
（
平
沢
）　

　

⑩　

関　

源
晟
（
西
町
）

◉
４
年
男
子

　

⑨　

山
浦　

龍
斗
（
内
山
）

 

２
０
２
１
全
日
本
小
学
生
選
抜

              

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会 

　

２
０
２
１
全
日
本
小
学
生
選
抜
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
大
会
が
３
月
20
日
か
ら
21
日

に
、
木
島
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
当
初
、
新
潟
県
十
日
町

市
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

等
の
理
由
か
ら
十
日
町
市
で
の
開
催
が
中

止
と
な
り
、
急
き
ょ
会
場
を
木
島
平
村
に

変
更
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
が
入
念
に
行
わ
れ
る
中
、
大
会

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
事
前
に
記
入
し
た

体
調
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
受
付
に
提

出
し
入
場
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
都
道
府
県
か
ら
選
抜
さ
れ

た
の
べ
３
３
８
人
の
選
手
が
、
優
勝
を
目

指
し
て
北
信
州
の
地
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

◉
３
月
20
日　

○
女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
の
部

　

③　

山
田　

桃
子　

６
年
（
柳
久
保
）　

　

⑦　

和
田　

亜
依　

６
年
（
西
町
）　

　

⑩　

和
田　

亜
海　

６
年
（
西
町
）

◉
３
月
21
日

○
男
子
フ
リ
ー
の
部

　

⑦　

山
本　

生
吹　

６
年　
（
中
町
）

○
女
子
フ
リ
ー
の
部

　

⑤　

和
田　

亜
海

大回転

天皇杯第 99 回全日本スキー選手権大会
クロスカントリー競技 渡邊 祐佳選手  優勝

　3 月 17 日から 21 日に北海道札幌市で開催され
た、天皇杯第 99 回全日本スキー選手権大会クロス
カントリー競技 女子 30km クラシカル競技（マス
スタート）で、中町出身、太平洋建設スキークラブ

（三重県）所属の渡邊祐佳選手が優勝しました。
　天皇杯全日本スキー選手権クロスカントリー競技で
の村出身選手の優勝は、1956 年（昭和 31 年）の故
塩島澄博氏（長野電鉄）以来 65 年ぶりの快挙です。

村で行われた
大会の詳しい結果は、
村公式ウェブサイト内

「2021 木島平スキー大会」に
掲載しています

http://www.vill.
kijimadaira.lg.jp/articles/

2020103000026/

クロスカントリー
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山
火
事
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う　

◉
山
火
事
（
林
野
火
災
・
枯
草
火
災
）
を
予
防

　

森
林
は
、
国
土
の
保
全
や
水
源
か
ん
養
な

ど
私
た
ち
の
生
活
に
大
切
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
が
、
一
旦
火
災
な
ど
で
失
わ
れ

る
と
、
そ
の
大
切
な
機
能
が
回
復
す
る
ま
で

に
は
何
十
年
も
の
年
月
と
多
大
な
コ
ス
ト

を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

山
火
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、
人
間
の
不
注
意

に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
の
で
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
注
意
で
、
山
火
事
を
未
然
に
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

◉
春
に
山
火
事
が
発
生
す
る
理
由
は

　

次
の
原
因
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

・
春
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
と

・
落
ち
葉
や
枯
れ
草
等
が
積
も
っ
て
い
て

　

燃
え
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

◉
山
火
事
を
予
防
す
る
た
め
に

・
燃
え
広
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
で
強

　

風
時
、
乾
燥
時
に
は
火
を
つ
け
な
い
。

・
火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、

　

使
用
後
は
完
全
に
消
火
確
認
す
る
。

・
火
入
れ
を
行
う
際
、
市
町
村
長
の
許
可

　
（
森
林
法
第
21
条
関
係
）
を
必
ず
受
け

　

る
こ
と
。

【
農
林
係　

内
線
１
３
１
】

  

馬
曲
温
泉
い
き
い
き
デ
ー
運
行
日
程

　

馬
曲
温
泉
い
き
い
き
デ
ー
の
運
行
日
程

（
４
月
16
日
㈮
～
５
月
18
日
㈫
）
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◉
４
月

○
16
日
㈮　

中
村
・
小
見
・
和
栗
・
稲
荷
・

　

北
鴨
・
内
山
・
栄
町

○
20
日
㈫　

南
鴨
・
高
石
・
庚
・
市
之
割
・

　

西
小
路
・
中
島
・
部
谷
沢
・
原
大
沢
・

　

千
石
・
上
千
石
・
平
沢
・
馬
曲

○
23
日
㈮　

糠
千
・
山
口
・
柳
久
保
・
大
町
・

　

中
町
・
西
町
・
池
の
平
・
ス
キ
ー
場

◉
５
月

○
11
日
㈫　

南
鴨
・
高
石
・
庚
・
市
之
割
・

　

西
小
路
・
中
島
・
部
谷
沢
・
原
大
沢
・

　

千
石
・
上
千
石
・
平
沢
・
馬
曲

○
14
日
㈮　

糠
千
・
山
口
・
柳
久
保
・
大
町
・

　

中
町
・
西
町
・
池
の
平
・
ス
キ
ー
場

○
18
日
㈫　

中
村
・
小
見
・
和
栗
・
稲
荷
・

　

北
鴨
・
内
山
・
栄
町

※
各
地
区
の
乗
車
場
所
に
、
午
前
10
時
ま

　

で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
（
ス
キ
ー
場

　

地
区
は
９
時
45
分
）。

※
池
の
平
地
区
の
皆
さ
ん
は
、
ご
利
用
の

　

際
に
、
当
日
午
前
９
時
ま
で
に
馬
曲
温

　

泉
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】

　

目
指
せ
被
害
ゼ
ロ
！

　
　

農
薬
は
責
任
を
も
っ
て

　
　
　

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

農
薬
は
、
病
害
虫
の
防
除
を
す
る
際
の

手
段
の
一
つ
と
し
て
使
用
を
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
使
い
方
を
間
違
え
る
と
農
作
物
は

も
と
よ
り
、
周
囲
の
人
や
環
境
に
害
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
農
薬
を
使
用

す
る
際
に
は
、
次
の
点
に
注
意
し
、
適
正

に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
農
薬
使
用
時
の
８
つ
の
注
意
点

○
農
薬
は
ラ
ベ
ル
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る

　

使
用
方
法
を
守
り
ま
し
ょ
う

○
散
布
の
際
に
は
、
周
辺
に
飛
散
し
な
い

　

よ
う
に
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

○
農
薬
を
扱
う
際
は
、
防
護
衣
や
マ
ス
ク

　

等
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

○
薬
液
が
余
ら
な
い
よ
う
に
必
要
量
を
使

　

用
し
ま
し
ょ
う

○
散
布
後
は
防
除
機
具
等
の
洗
浄
を
十
分

　

に
行
い
、
洗
浄
水
が
河
川
等
へ
流
出
し

　

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

○
誤
飲
・
誤
食
を
防
ぐ
た
め
、
農
薬
を
飲

　

食
物
等
の
別
の
容
器
に
移
し
替
え
な
い

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

○
不
要
と
な
っ
た
農
薬
は
、
放
置
を
せ
ず

　

専
門
の
業
者
に
処
理
を
依
頼
す
る

　

な
ど
適
切
に
処
分
し
ま
し
ょ
う

○
防
除
に
際
し
て
は
、
防
除
日
誌
を
つ
け

　

ま
し
ょ
う

【
農
林
係　

内
線
１
３
３
】

 　

ト
ラ
ク
タ
ー
を
貸
し
て
い
ま
す

　

村
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、
農
地
の
荒

廃
防
止
と
新
規
就
農
・
中
小
規
模
農
家
へ

の
支
援
策
と
し
て
農
業
用
機
械
（
ト
ラ
ク

タ
ー
）
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
込
み
は
、
村
農
業
振
興
公
社
へ
使
用

の
３
日
前
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
使
用
に
関
し
て
は
一
定
の
条
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
よ
く
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◉
貸
与
機
械

○
21
馬
力
級
ト
ラ
ク
タ
ー

○
ロ
ー
タ
リ
ー

◉
使
用
料

○
半
日
（
４
時
間
ま
で
）   

２
５
０
０
円

○
１
日　
　
　
　
　
　

５
０
０
０
円

※
燃
料
は
満
タ
ン
貸
出
し
、
満
タ
ン
返
し

◉
注
意
事
項

　

使
用
者
原
因
の
破
損
や
故
障
は
、
修
繕

費
全
額
を
ご
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
農
林
係　

内
線
１
３
３

  

村
農
業
振
興
公
社

☎
０
２
６
９
ー

８
２
ー

３
４
７
４
】
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健　康

だより

コ
ロ
ナ
禍
で
の
花
粉
症
対
策

健康福祉係
内線１２７

保健師
関　優

ゆ い

衣

花粉症の症状とは

花粉症対策

花粉症が悪化する前に

　花粉が飛散する時期となりました。花粉症の治療は、新型コロナウイルスの
感染対策としても、実はとても大切なのです。今回は花粉症対策についてお話
しします。

コロナ禍での花粉症対策

　鼻水、くしゃみ、鼻づまり、嗅覚障害といった症状があります。この症状は、
新型コロナウイルス感染症でも見られることがあります。花粉症の症状があると、
ご自身がウイルスに感染しているか分かりにくくなってしまいます。そのために
も、花粉症対策がとても大切になります。

　原因となる花粉は空気中に飛散しています。次のように花粉をできるだけ取り
込まないようにし、花粉症対策をとることが大切です。

　花粉症の症状があるときにお酒を飲み過ぎると、血管が拡張され鼻づまりや目
の充血等の症状が起こりやすくなります。また、煙草も鼻の粘膜を刺激し症状が
悪化しますので、できるだけ控えましょう。

○飛散の多い時の外出を控え、外出時には花粉用のマスクやメガネを
　使いましょう。
○帰宅時は、衣服や髪の花粉を払ってから部屋に入り、
    手洗い・うがいをしましょう。

○目をこする前には、手をよく洗いましょう
○くしゃみはマスクをしつつ、下を向くようにしましょう
○ごみ袋を携帯し、ティッシュ等を入れるようにしましょう

○換気時の窓は小さく開け、短時間にとどめましょう。
○こまめに掃除をしましょう。

　花粉が飛ぶ前や症状が軽いうちに治療を開始することで、症状

を軽くすることができる可能性があります。

　かかりつけ医に相談してみましょう。

出時の対策外

の対策コロナ禍

の中の対策家
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小・中学校で卒業式が行われました
　例年よりも暖かかった３月、村内の小中学校で卒
業式が行われました。
　入学時よりも大きく成長し、背筋をピンと伸ばし
て卒業証書を受け取る姿に、保護者をはじめ、在校
生たちは大きな拍手を送っていました。

（写真：中学校卒業式）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に

　
　
　
関
連
し
た
詐
欺
に
ご
注
意

◉
次
の
よ
う
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

　
「
某
製
薬
会
社
の
日
本
法
人
を
名
乗
る
と

こ
ろ
か
ら
、
２
万
円
の
予
約
金
を
支
払
え

ば
優
先
的
に
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
こ
と
が
で

き
る
」
と
い
う
電
話
が
あ
っ
た
。
お
金
は

保
健
所
に
支
払
っ
た
ら
よ
い
の
か
。

◉
回
答　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
無
料

で
す
。
市
町
村
等
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た

め
に
、
金
銭
や
個
人
情
報
を
電
話
で
求
め

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◉
最
新
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
情
報

は
、
厚
生
労
働
省
や
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
確
認
で
き
ま
す
。
最
新
情
報
な
ど

を
確
認
し
て
、
怪
し
い
詐
欺
に
引
っ
か
か

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◉
問
合
せ
先

○
厚
生
労
働
省　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
―

７
６
１
７
０
０

○
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー　

新
型
コ
ロ
ナ

　

ワ
ク
チ
ン
詐
欺　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
１
２
０
―

７
９
７
―

１
８
８

　
【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
１
】

　

セ
ッ
ト
健
診
申
込
書
の
提
出
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

今
回
申
し
込
み
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た

方
も
、
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
の
で
健
康

福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

保
健
補
導
員
会
で
は
、
学
習
会
や
研

修
会
な
ど
へ
参
加
し
て
健
康
や
福
祉
に

関
す
る
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
広
報

や
村
民
の
皆
様
と
接
す
る
中
で
学
ん
だ

知
識
を
活
か
し
て
、
健
康
の
輪
を
広
げ

て
い
く
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
村
の
健
康
に
関
す
る
事
業

の
紹
介
を
し
ま
す
。

木
島
平
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

　

各
種
健
（
検
）
診
や
村
の
健
康
・
運

動
に
関
す
る
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
で

ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。
１
０
０
ポ

イ
ン
ト
集
め
る
と
５
０
０
円
分
の
ふ
う

太
商
品
券
と
交
換
で
き
ま
す
。

　

自
主
的
な
運
動
も
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
み
ん
な
で
楽

し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
運
動
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
保
健
補
導
員
会
事
務
局

（
健
康
福
祉
係
内
）
内
線
１
２
６
】

こ
ん
に
ち
は 

保
健
補
導
員
会
で
す

Let's　脳活⑤

　次のうち、他とは違うひらがなを見つけましょう。

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

お
ああおあ

れ

わ

れ

れ

わ

れ

れ

れ
れれれれ

問題① 問題②

ぬ

め

ぬ

ぬ

ぬ

ぬ

ぬ

ぬ
ぬめぬぬ

先月の脳活④の答えＡ，Ｃ，Ｄ

問題③
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Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校 

掲
示
板

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

駐 在 所
だ よ り

木島平村駐在所
☎ 0269-82-4137

　

本
年
１
月
中
旬
か
ら
北
信
、
中
信
地

方
で
な
が
の
東
急
百
貨
店
の
従
業
員
を

騙
り
、
郵
便
受
け
等
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
置
か
せ
て
騙
し
取
る
非
面
接

型
の
特
殊
詐
欺
事
件
が
連
続
で
発
生
し

て
い
ま
す
。

◉
犯
行
の
手
口

　

な
が
の
東
急
百
貨
店
や
井
上
百
貨
店
の

従
業
員
を
騙
っ
た
者
か
ら
「
お
店
で
あ
な

た
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
使
わ
れ
て
い

る
。」「
銀
行
協
会
ま
た
は
警
察
官
か
ら
連

絡
が
い
く
」
と
の
連
絡
の
後
、
銀
行
協
会

や
警
察
を
騙
る
者
か
ら
電
話
で
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
も
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

「
ポ
ス
ト
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
置
い
て

ほ
し
い
。
取
り
に
行
く
」
と
連
絡
が
あ
り
、

郵
便
受
け
に
置
か
れ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
騙
し
取
る
と
い
う
手
口
で
す
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
他
人
に
渡
し
た

り
、
暗
証
番
号
を
教
え
た
り
す
る
こ
と
は

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

非
面
接
型
特
殊
詐
欺
事
件
が

　

県
内
で
連
続
発
生
し
て
い
ま
す

　

厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、
令
和
２
年
度
卒
業

証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
来
で
あ

れ
ば
、
３
年
間
で
大
き
く
成
長
し
た
姿
を
多

く
の
皆
様
方
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
新
た
な
環

境
に
送
り
出
し
て
あ
げ
た
い
と
こ
ろ
で
し
た

が
、
規
模
を
縮
小
し
て
卒
業
生
と
各
ご
家
庭

に
つ
き
保
護
者
１
人
、
在
校
生
代
表
と
職
員

の
み
で
行
い
ま
し
た
。
式
終
了
後
、
教
室
に

て
最
後
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
行
わ
れ
、
担
任

の
先
生
か
ら
１
人
ひ
と
り
に
言
葉
を
添
え
て

卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
部
の
垣
根

を
越
え
て
戦
っ
た
野
球
部
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
精
一
杯
考
え
て
作
り
上
げ
た
農
林
祭
な

ど
、
多
く
の
経
験
を
積
ん
だ
皆
さ
ん
の
姿
を

教
訓
に
、
後
輩
た
ち
は
農
林
高
校
を
引
き
継

い
で
い
き
ま
す
。
本
校
職
員
一
同
、
３
年
生

の
新
た
な
門
出
を
心
よ
り
祝
福
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
世
界
で
大
い
に
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
グ
リ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン
科
２
年
生
の
ほ

う
き
班
生
徒
が
、
自
ら
制
作
し
た
飯
山
市
常

盤
地
区
の
伝
統
工
芸
品
「
小
沼
ほ
う
き
」
を
、

飯
山
市
立
常
盤
小
学
校
６
年
生
に
卒
業
記
念

品
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
こ
の「
小

沼
ほ
う
き
」
は
平
成
31
年
に
長
野
県
伝
統
的

工
芸
品
に
指
定
さ
れ
、
本
校
で
は
「
地
域
に

残
る
伝
統
産
業
を
守
り
、
技
術
の
継
承
に
携

わ
り
た
い
」
と
の
思
い
で
、
技
術
を
学
び
な

が
ら
伝
承
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ほ
う
き
班

の
生
徒
は
「
こ
の
地
域
の
伝
統
工
芸
品
で
す
。

２
週
間
を
か
け
て
作
り
ま
し
た
。
使
っ
て
く

だ
さ
い
」と
児
童
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し
、「
中

学
校
に
進
ん
で
か
ら
も
使
っ
て
も
ら
え
た
ら

嬉
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ほ
う
き
を

手
に
し
た
児
童
は
、
早
速
机
の
上
を
は
い
て

み
る
な
ど
興
味
津
々
の
様
子
で
し
た
。
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
「
地
域
の
宝
」
を

知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン
科
地
域
資
源
活
用

コ
ー
ス
造
園
班
の
２
年
生
が
、
山
ノ
内
町
の

湯
田
中
温
泉
で
竹
垣
や
バ
ン
ブ
ー
キ
ャ
ン
ド

ル
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
本
校
で
は
５
年
前

か
ら
、
温
泉
街
近
く
に
繁
茂
し
た
モ
ウ
ソ
ウ

チ
ク
を
実
習
に
使
っ
て
お
り
、
モ
ウ
ソ
ウ
チ

ク
を
材
料
に
し
て
、
紙
を
す
い
た
り
、
竹
垣

や
門
松
、
バ
ン
ブ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
の
台
風
19
号
災

害
で
水
没
し
た
丸
太
を
も
ら
い
受
け
、
こ

れ
を
杭
に
し
て
温
泉
街
に
高
さ
50
セ
ン
チ
、

長
さ
５
・
６
メ
ー
ト
ル
の
竹
垣
を
製
作
し
ま

し
た
。
馬
曲
温
泉
に
も
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
を

使
っ
た
竹
垣
や
バ
ン
ブ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
を
設

置
し
て
、
景
観
整
備
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
な
い
状
況
下
で
す
が
、
観

光
に
い
ら
し
た
皆
様
が
心
安
ら
ぐ
空
間
と
な

る
よ
う
、
引
き
続
き
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

卒業式 ・ 各種表彰

小沼ほうきを贈呈

竹垣づくり
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若槻 徳
のりみち

道
巡査部長

木 島 平 村
駐 在 所

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束

し
な
い
昨
今
で
す
が
、
春
の
行
楽
期
に
は

交
通
量
の
増
加
に
伴
い
、
渋
滞
や
追
突
事

故
、
不
慣
れ
な
道
路
で
の
信
号
や
標
識
の

見
落
と
し
に
よ
る
出
会
い
頭
に
よ
る
事
故

が
多
発
し
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
運
転
に
集
中
す
る
と
と

も
に
、
譲
り
合
い
の
心
で
安
全
運
転
を
心

が
け
、
楽
し
い
ド
ラ
イ
ブ
に
し
ま
し
ょ
う
。

◉
観
光
地
周
辺
で
は

　

た
く
さ
ん
の
車
や
人
で
混
雑
す
る
う

え
、
地
理
に
不
慣
れ
な
ド
ラ
イ
バ
ー
が

多
く
な
り
ま
す
。
わ
き
見
運
転
を
し
な

い
よ
う
に
運
転
に
集
中
す
る
と
と
も

に
、
車
間
距
離
を
十
分
に
と
っ
て
、
思

い
や
り
の
心
で
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

◉
高
速
道
路
で
は

　

制
限
速
度
を
守
り
、車
間
距
離
を
空
け
、

安
定
し
た
速
度
で
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

春
の
行
楽
期
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　

交
通
事
故
防
止

そ
の
他
、
長
野
県
警
で
は

様
々
な
情
報
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

飯　山　市
いいやま湯滝温泉

「のんびり個室３時間プラン」 野沢温泉 菜の花パノラママーチ
　温泉に入って、食事を楽しんで、お部屋でくつろぐ―。
そんな、プチ旅行気分が味わえる「のんびり個室 3 時
間貸切プラン」をご用意しました。お食事は人気のみゆ
きポークカツ丼、特製チャーシュー麺などの丼物・麺類
を含めた限定メニューからお選びいただけます。
◉のんびり個室３時間貸切プラン
○料   　  金　お一人様  1,600 円（※ 3 名様～ 完全予約制）
○受付時間     
　平日  午前 10 時 - 午後２時
　土日祝日  午前 10 時 -
　　　　　　 午後４時 30 分
◉問  合  せ
　いいやま湯滝温泉
　☎ 0269-65-3454

野沢温泉村

姉
妹
都
市
通
信

調　

布

姉
妹
都
市
通
信

姉
妹
都
市
25
周
年

123

　

交
流
推
進
員
の
宮
島
絢け
ん
と冬
で
す
。

　

３
月
27
日
、
多
摩
川
地
区
に
住
む
小
中

学
生
を
対
象
に
、
食
料
品
を
無
償
で
提
供

す
る
「
子
ど
も
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
す
で
に

数
か
所
の
地
区
で
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
、
多

摩
川
地
区
協
議
会
、
調
布
こ
ど
も
食
堂

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
調
布
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
３
者
が
協
力
し
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
村
の
小
学
６
年
生
（
現
在

の
中
学
１
年
生
）
が
育
て
、
調
布
市
へ
提

供
し
た
お
米
30
㎏
も
併
せ
て
配
布
さ
れ
、

１
０
０
人
以
上
の
子
ど
も
た
ち
の
手
に
渡

り
ま
し
た
。
お
米
を
受
け
取
っ
た
子
ど
も

た
ち
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
お
礼
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
小

学
校
へ
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
話
を
聞
く
と
、
村
に
ス

キ
ー
を
し
に
来
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
子

や
、
給
食
で
村
の
お
米
と
野
菜
を
食
べ
た

こ
と
が
あ
る
か
ら
名
前
は
知
っ
て
い
る
、

村
の
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
と
い
う
子
な

ど
様
々
で
し
た
。
今
回
提
供
し
た
お
米
を

食
べ
て
、
村
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

て
、
小
学
生
同
士
の
交
流
が
始
ま
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　風薫る五月、新緑と菜の花に包まれた「朧月夜」の里
を歩きませんか。
　５～ 25 ｋｍの各種コースを設定してあります。体力
に合わせて楽しくウォーキングしましょう。
◉開催日　５月８日（土）～９日（日）
◉参加料　一般・大人　2,200 円（事前 2,000 円）
 　  高校生以下　1,200 円（事前 1,000 円）
◉事前申込　４月 23 日㈮まで
◉問   合  せ
　野沢温泉観光協会内
　菜の花パノラママーチ
　実行委員会
　☎ 0269-85-3155
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４月
15

木
　

狂
犬
病
予
防
注
射　

８
時
20
分
～

16

金
　

保
育
園
防
火
パ
レ
ー
ド　

９
時
45
分
～

17

土
　

ス
キ
ー
場
線
清
掃
作
業　

７
時
30
分
～

18

日
　

家
庭
の
日

19

月

20

火

21

水
　

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
30
分
～

22

木

23

金
　

分
館
長
・
体
育
部
長
会
議　

19
時
～

　

社
会
人
権
同
和
教
育
専
門
指
導
委
員
会　

20
時
～

24

土
　

長
野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝　
　

狂
犬
病
予
防
注
射

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
専
用
臨
時
窓
口　

9
時
～
12
時

25

日
　

参
議
院
長
野
県
選
出
議
員
補
欠
選
挙　

７
時
～
20
時

　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

９
時
～
12
時

26

月
　

議
会
全
員
協
議
会　

13
時
～

　

雪
ん
子
人
権
子
ど
も
会
運
営
指
導
員
会　

16
時
30
分
～

27

火
　

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
～

　

木
島
平
村
青
少
年
育
成
会
連
絡
協
議
会
総
会　

19
時
～

28

水

29

木
　

30

金
　

議
会
臨
時
会　

村
税
等
納
期
限

昭
和
の
日

村
税
等
口
座
振
替
日

広
報
配
布
日

村税等の口座振替日は４月 26 日㈪です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

ゴミの減量化作戦
生ごみを 捨てる前には

ギューっと ひと絞り

もったいない情報

【生活環境係 内線１２１】

・ 電動シニアカー

・ 農業用ハウスパイプ支柱

譲ってください

伝
言
板

　

近
年
、
若
者
を
中
心
に
大
麻
に

よ
る
検
挙
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

大
麻
使
用
の
き
っ
か
け
は
「
誘

わ
れ
て
」「
興
味
本
位
で
」。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
は
「
大
麻
は

他
の
薬
物
よ
り
安
全
、
害
が
な

い
」、「
大
麻
は
依
存
に
な
ら
な
い
、

い
つ
で
も
や
め
ら
れ
る
」、「
海
外

で
は
大
麻
が
合
法
化
さ
れ
て
い
る

か
ら
安
全
」と
い
う
情
報
も
あ
り
、

警
戒
心
を
薄
れ
さ
せ
て
い
ま
す

が
、そ
う
し
た
情
報
は
誤
り
で
す
。

大
麻
の
有
害
性
や
依
存
性
な
ど
正

し
い
情
報
を
知
り
、
自
分
の
身
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

◉
大
麻
に
関
す
る
罰
則

○
所
持
・
譲
渡
・
譲
受

・
単
純　

５
年
以
下
の
懲
役

・
営
利　

７
年
以
下
の
懲
役

○
栽
培
・
輸
出
入

・
単
純　

７
年
以
下
の
懲
役

・
営
利　

10
年
以
下
の
懲
役

◉
大
麻
に
困
っ
た
と
き
は

　

警
察
総
合
相
談
窓
口

　

＃
９
１
１
０

若
者
を
中
心
に

　
大
麻
の
検
挙
者
が
急
増

エコパーク寒川
燃やせる

ごみ処分量
令和３年３月 令和２年３月 前年同月比

78,230kg 77,190kg 101%

燃えない
ごみ処分量

令和３年３月 令和２年３月 前年同月比

5,390kg 5,420kg 99%

燃やせるごみ処分量を減らしましょう

分別収集とリサイクルにご協力ください。

ルールを守り、気持ち良くゴミを出しましょう。

ゴミの減量化作戦
きちんと分別

燃やせるごみと 資源ごみ

譲ります
・洋服タンス　　　・学習机
・サイドボード  　   ・食器棚   
・二段ベッド
・モーター内蔵背上げ式マットレス

　譲りたい、譲ってほ
しい品物がある方は、
生活環境係までご連絡
をお願いします。
　なお、掲載から３
か月以上経過したも
のはふう太ネットで
ご確認ください。

毎月第３日曜日は「家庭の日」
　村では、家庭の大切さや家族の在り方につい
て見つめ直すための一つのきっかけとして、各
家庭や一人ひとりが家庭で過ごす時間に意識を
向け、心豊かで明るい家庭生活を育んでいける
ことを目指し、「家庭の日」を推進しています。
子育てに対する社会の理解を深めるとともに、
子どもと家庭を大切にする社会づくり、子育て
しやすい村づくりを進めていきます。
　慌ただしく過ぎていきがちな日々ですが、月
に一度、いつもよりも少し家庭や家族を意識し
た一日を過ごしてみませんか。
◉家庭の日（４・５月）
　４月 18 日㈰、５月 16 日㈰
　【子育て支援係　内線１６２】
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５月

社
協
関
係
の
行
事
は
47
ペ
ー
ジ
「
社
協
の
予
定
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

1

土

2

日

3

月
　

4

火

5

水

6

木
　

7

金
　

部
落
解
放
同
盟
木
島
平
村
支
部
定
期
大
会　

18
時
～

8

土
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
専
用
臨
時
窓
口　

9
時
～
12
時　

9

日
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
専
用
臨
時
窓
口　

9
時
～
12
時

　

お
田
植
え
ま
つ
り　

10
時
30
分
～
13
時

10

月

11

火
　

12

水
　

心
配
ご
と
相
談　

９
時
～
12
時

　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会　

14
時
～

13

木
　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

９
時
～
11
時

14

金

15

土
　

憲
法
記
念
日

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

広
報
配
布
日

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 0 1 23 野沢温泉村 0 0 24 その他 0 0 2

飯山市 1 2 96 栄村 0 0 14 《合計》 1 3 159

件 件 件 件 件件 件件 件３月の出動件数（岳北消防本部）

受付：13：00 ～ 13：15
場所：保健センター
◉四種混合：４月 26 日㈪
◉Ｂ型肝炎・ロタウイルス
　　　　　　　　　：５月 10 日㈪
　ロタウイルスの対象
　　：令和２年１2 月
　　　～令和３年２月生まれ
◉ヒブ・肺炎球菌：５月 17 日㈪

日時：５月 12 日㈬ 13：15 ～ 13：45
場所：保健センター
対象：令和３年１・２・３月生まれ

日時：５月 13 日㈭９：00 ～ 11：00
場所：保健センター

場所：保健センター
受付：13：00 ～ 13：30
日付：４月 28 日㈬
対象：平成 30 年３月生まれ
　　   平成 31 年３月生まれ
　　   令和元年９月生まれ
　　  令和２年４・９・12 月生まれ
日付：５月 19 日㈬
対象：平成 30 年４月生まれ
　　     平成 31 年４月生まれ
　　     令和元年 10 月生まれ
　　     令和２年５・10 月生まれ
　　　令和３年１月生まれ

子育て中の保護者同士の交流・ふれ
あいの場として、地域の子育て家庭
に、おひさま保育園のプレールーム
を開放します。

予 防 接 種

子ども健康相談

乳幼児健診

乳児整形検診

ちょっとした 心の油断に 火がせまる

【４月 20 日㈫～５月 19 日㈬】

日時：月曜日～金曜日（保育園開所日）
　　９：30 ～ 11：30
場所：おひさま保育園プレールーム

場所：おひさま保育園プレールーム
※新型コロナ対策として、検温を
　してからご参加ください。
◉４月 23 日㈮　９：45 から
　外遊びを楽しもう（園庭開放）
　～保育園の園庭を開放～
◉４月 27 日㈫　９：45 から
　かおり先生の食育教室
　～離乳食をご紹介～
◉５月 11 日㈫　９：45 から
　お散歩に行こう
◉５月 18 日㈫　９：45 から
　ケヤキの森に行こう

おひさま広場

おひさま教室

新型コロナウイルス感染症の
影響など行事等が変更となる
場合があります。

人権かるた えがおをつくる種をまこう　そしてなかよしの水をあげよう
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新年度予算はじめ４１議案を審議
２月２４日から３月１５日まで

令和３年３月 第１回定例会

承
　
　
認

一般会計補正予算の専決処分（※）

７，９４６万７千円追加
※専決処分とは、緊急時で議会を招集す
　る時間がないなど特定の場合に限り、
　村長が議会に諮らず執行することです。

・新型コロナウイルスワクチン接種体制
の準備を進めるための予算。

・12月以降の降雪による除雪対策費。
・ふるさと納税寄附金の積立。
・ふるさと納税の返礼品に対する経費。

一般会計補正予算の専決処分
７１６万５千円追加

・新型コロナウイルスワクチン接種体制の
準備に関わる、国の補助事業の追加。

国民健康保険条例の一部改正の
専決処分

・法律（新型インフルエンザ等対策特別
措置法）の改正に伴う文言の改正。

条
　
例
　（
一
　
部
　
改
　
正
）

一般職の職員の給与に関する条例
・後期高齢者医療広域連合（長野市）へ

の職員派遣に伴い、新たに「地域手当」
　を加える。

介護保険条例 ・給付費の増額に伴い保険料率を改定。

指定地域密着型サービスの事業の
人員、設備及び運営に関する基準
を定める条例

・２件とも法改正に伴う改正。
　業務継続計画の策定、感染症予防や
　まん延防止対策、虐待の防止に関する

基準が新たに加えられた。

指定地域密着型介護予防サービス
事業の人員、設備及び運営並びに
指定地域密着型介護予防サービス
に係る介護保険予防のための効果
的な支援の方法に関する基準を定
める条例

建設工事分担金徴収条例 ・生活道路以外の道路工事の受益者分担
金が、工事費の60％となる。

水道条例 ・３件とも延滞金について、税外収入金
に対する手数料及び延滞金徴収条例を
適用するように改正。

下水道条例

水道事業受益者分担金に関する条例

奨学資金貸付金条例 ・貸付対象となる学校を明確にするため、
　根拠法令を追加。

特別職の職員等の給与の特例に
関する条例

・村長の給与を20％、副村長・教育長の
給与を10％ずつ削減。

（
制
　
定
）

村議会議員及び村長の選挙における
選挙運動の公費負担に関する条例

・公職選挙法の改正に伴い制定。
　選挙運動用自動車の使用、ビラ及びポ

スターの製作費の公費負担について必
要な事項を定める。

全会一致で可決した議案

＊都市部などの物価の高い地域に勤務する職員の生活費の差を埋めるための手当

（＊）
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令 

和 

２ 

年 

度 

補 

正 

予 

算 （ 

千 

円 

以 

下 

四 

捨 

五 

入
）

一般会計（▲１億６，１９６万円）
総額　４６億６２万円

・防犯灯修繕（８万円）、封筒用紙等（15万円）、
ウェブカメラ更新（15万円）他

・ほか各事業の精算を行い、不用額を減額。

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

情報通信（増８万円）
総額　６，６２６万円 ・情報通信機器のある西庁舎の警備費を増額。

後期高齢者医療（▲２１０万円）
総額　６，２５６万円 ・県後期高齢者医療広域連合への納付金の減額。

国民健康保険（▲３，３０５万円）
総額　５億３，３０８万円 ・実績により医療給付費を減額。

介護保険（▲２，９３２万円）
総額　６億２，１８２万円

・ 実 績 等 に よ り 給 付 費 等 を 減 額 。 他 基 金 積 立
（1,000万円）

小水力発電（▲１，０１０万円）
総額　１，０５２万円

・当所の設計委託料のうち一部を次年度に送ったこ
とに伴う減額。

観光施設（▲６４５万円）
総額　７，７１９万円

・スキー場の圧雪車の買取額が計画よりも減となっ
たことに伴う減額。

下水道（▲８７０万円）
総額　３億９，０６６万円 ・修繕工事の実績により不用額を減額。

高社簡易水道（▲３１万円）
総額　１，３１０万円 ・使用水量の減に伴い使用料の減額を見込む。

水道事業会計（増１２０万円）
総額　８，２５３万円（水道事業費用） ・消費税の確定に伴う増額。

令
和
３
年
度
予
算

特
別
会
計
ほ
か

情報通信・学校給食・奨学金貸付事業・
後期高齢者医療・国民健康保険・介護保険・
小水力発電・観光施設・下水道・農業集落
排水事業・高社簡易水道・水道事業

・予算の概要については、広報２～３ページをご覧
ください。

事 

件

村道路線の変更 ・御殿南団地造成工事の完了に伴う路線変更。

気候非常事態宣言 ・住宅の省エネ化、断熱化の推進、再生可能エネル
ギーの利用拡大などに取り組む。

陳
　
情

高校再編整備計画にインクルーシブ教育（※ 1）

システムを導入し、下高井農林高校を実践推進
校の指定を求める陳情

（12 月議会定例会で継続審査となった陳情）

・２件とも継続審査（※2）

※１：インクルーシブ教育とは、子どもたち一人一人が多様
であることを前提に、障がいの有無にかかわらず、誰も
が望めば自分に合った配慮のもと、地域の普通学校で学
ぶことです。

※２：継続審査とは、会期中に結論が出ず、引き続き、内容
の調査、検討を行うため、閉会中も継続して審査を行う
ことです。

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求め
る意見書」の採択を求める陳情

賛否の分かれた議案

令和３年度　
一般会計予算

議　　　員　　　名
採
決
の
結
果

山
﨑　

栄
喜

山
浦　
　

登

山
本　

隆
樹

芳
川　

修
二

丸
山　

邦
久

勝
山　
　

卓

土
屋
喜
久
夫

勝
山　
　

正

江
田　

宏
子

〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 可
決

■表の説明：〇賛成（起立）・×反対
　（議長は議決に参加しないため、議員名から外しています） 起立採決の様子

全会一致で可決した議案（続き）
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【
反
対
】

　

丸
山　

邦
久　

議
員

　

村
は
山
積
す
る

問
題
や
課
題
を
何

ら
解
決
す
る
こ
と

な
く
、先
送
り
し

て
い
る
。

　

特
に
耳
目
を
引
い
て
い
る
観
光
行
政
。

村
は
令
和
２
年
度
に
木
島
平
観
光（
株
）

に
対
し
１
億
１
１
６
３
万
５
千
円
の
援

助
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、観
光
（
株
）

の
経
営
状
態
は
令
和
２
年
５
月
の
現
金

有
り
高
７
千
万
円
余
り
か
ら
、
予
想
値

で
は
あ
る
が
、
令
和
３
年
５
月
に
は

４
８
０
０
万
円
余
り
と
な
り
、
業
績
は

下
降
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。

　

一
般
質
問
で
村
長
は
私
が
あ
た
か
も

ス
キ
ー
場
の
廃
止
を
望
ん
で
い
る
よ
う

な
発
言
を
し
た
が
、
私
は
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
望
ん
で
い
な
い
。
む
し
ろ
逆
だ
。

　

先
日
も
県
の
補
助
金
５
千
円
を
利
用

し
て
パ
ノ
ラ
マ
ラ
ン
ド
に
宿
泊
し
た
が

改
革
・
改
善
は
進
ん
で
お
ら
ず
失
望
し

た
。
こ
れ
だ
け
の
危
機
に
思
い
切
っ
た

変
革
が
で
き
な
い
よ
う
で
は
、
も
う
先

が
見
え
て
し
ま
っ
た
と
断
言
で
き
る
。

こ
れ
だ
け
の
金
額
を
納
税
す
る
の
に
ど

れ
だ
け
多
く
の
人
が
汗
を
流
し
、
血
の

に
じ
む
よ
う
な
苦
労
を
し
た
結
果
か
考

え
て
ほ
し
い
。
こ
の
国
が
も
っ
と
良
く

な
る
よ
う
に
と
い
う
思
い
で
納
税
し
て

い
る
人
々
に
向
か
っ
て
胸
を
張
る
こ
と

が
で
き
ま
す
か
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
に
は
観

光
（
株
）
に
対
す
る
１
億
円
の
損
失
補

償
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
身
を
切
る
改

革
な
し
に
、
つ
け
を
村
民
に
回
す
よ
う

な
も
の
で
到
底
賛
成
で
き
な
い
。

 【
賛
成
】

勝
山　

正　

議
員

　

令
和
３
年
度
一

般
会
計
他
12
会
計

予
算
は
、
役
場
庁

舎
の
完
成
や
社
協

へ
の
補
助
等
大
規

模
事
業
を
終
え
、
予
算
総
額
が
前
年
度

に
比
べ
２
億
４
９
４
９
万
８
千
円
減
の

53
億
８
８
９
６
万
７
千
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。

　

介
護
予
防
を
一
体
的
に
行
う
「
高
齢

者
健
康
づ
く
り
事
業
」
や
Ｕ
タ
ー
ン
者

へ
の
新
築
・
増
改
築
の
補
助
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
た
取

り
組
み
な
ど
の
新
規
事
業
、
ま
た
、
今

年
度
新
た
に
採
用
を
予
定
し
て
い
る
地

域
お
こ
し
企
業
人
や
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
採
用
な
ど
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
課
に
お
い
て
、
多
く

の
事
業
（
継
続
事
業
含
む
）
施
策
が
取

り
組
ま
れ
、
村
民
が
安
心
・
安
全
に
生

活
が
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
喫
緊
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
が
山
積
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束
が
見
え

な
い
中
、
農
業
・
観
光
に
限
ら
ず
今
後

も
厳
し
い
経
済
状
況
が
続
く
も
の
と
予

想
さ
れ
る
。
事
業
執
行
に
当
た
っ
て
は

村
民
の
要
望
、
期
待
に
十
分
に
応
え
る

よ
う
適
正
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
、

賛
成
の
討
論
と
す
る
。

【
反
対
】

山
浦　

登　

議
員

　

令
和
３
年
度
予

算
に
反
対
す
る
理

由
は
次
の
４
点
で

あ
る
。

①
令
和
３
年
度
予

算
編
成
方
針
で
は
、「
徹
底
し
た
事

業
の
見
直
し
と
経
常
経
費
の
削
減
を

図
る
」
と
し
て
い
る
が
、
実
質
的
削

減
額
は
５
０
０
余
万
円
。
村
の
将
来

を
財
政
面
で
考
察
す
る
と
、
よ
り
一

層
、
事
業
内
容
の
精
査
と
経
費
削
減

が
求
め
ら
れ
る
。

②
令
和
３
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
計
画

を
見
る
と
、
若
者
セ
ン
タ
ー
研
修
室

床
張
替
え
工
事
に
１
１
０
万
円
が
予

算
化
さ
れ
て
い
る
。

　
　

こ
の
工
事
は
、
災
害
の
際
の
避
難

所
と
し
て
使
用
す
る
た
め
と
し
て
い

る
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の

会
議
は
上
履
き
に
履
き
替
え
入
室
す

る
必
要
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
部

屋
の
利
便
性
等
を
考
え
る
と
、
災
害

避
難
時
に
敷
物
を
敷
く
こ
と
の
方
が

現
実
的
な
対
応
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

生
活
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
村
民

の
立
場
に
立
ち
、
現
状
を
し
っ
か
り

把
握
し
、
不
安
を
払
拭
す
る
支
援
策

を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
温

か
く
血
の
通
う
村
政
の
姿
勢
か
ら
こ

そ
村
民
が
信
頼
を
寄
せ
る
村
に
な
る

は
ず
で
あ
る
。
予
算
に
は
そ
の
よ
う

な
視
点
が
欠
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

③
財
政
調
整
基
金
の
令
和
３
年
度
の
基

金
残
高
見
込
み
額
は
21
億
４
７
０
０

万
円
で
あ
る
。
平
成
30
年
基
金
残
高

29
億
円
か
ら
年
々
減
少
し
て
い
る
。

　
　

平
成
29
年
「
木
島
平
村
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
・
公
共
施
設
個
別

計
画
」
に
よ
る
と
、
現
存
す
べ
て
の

施
設
を
維
持
し
、
更
新
、
建
て
替
え

を
実
施
し
た
場
合
、
必
要
な
費
用
は

今
後
40
年
間
で
年
平
均
４
・
８
億
円

と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

　
　

将
来
の
事
業
を
展
望
す
る
中
で
し
っ

か
り
し
た
財
政
計
画
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

そ
の
意
味
で
今
年
度
予
算
は
、
再

検
討
を
要
す
る
と
考
え
る
。

④
木
島
平
観
光
（
株
）
の
経
営
に
つ
い

て
は
、
厳
し
い
情
勢
の
も
と
、
経
営

向
上
に
努
力
さ
れ
て
い
る
関
係
者
に

敬
意
を
表
し
た
い
。

　
　

村
は
、
指
定
管
理
、
経
営
支
援
を

継
続
す
る
に
あ
た
り
、
計
画
性
と
透

明
性
を
明
確
に
し
て
支
援
の
あ
り
方
、

支
援
方
法
の
再
度
の
検
証
・
改
善
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
に
対
し

５
人
の
議
員
が
討
論

丸山議員

山浦議員

勝山議員
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 【
賛
成
】

江
田　

宏
子　

議
員

　

限
ら
れ
た
予
算

で
い
か
に
効
果
を

上
げ
る
村
政
運
営

を
し
て
い
く
か
、

予
算
編
成
に
あ
た

っ
て
は
、
事
業
の
取
捨
選
択
に
大
変
苦

慮
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。

　

目
標
達
成
や
課
題
解
決
に
向
け
て
は
、

前
年
踏
襲
で
は
な
い「
事
業
の
見
直
し
」

や
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た
「
行
財
政

改
革
の
工
夫
」
が
求
め
ら
れ
、
職
員
の

皆
さ
ん
の
知
恵
と
熱
意
に
期
待
す
る
。

　

議
決
に
あ
た
り
、
す
ぐ
に
執
行
す

べ
き
予
算
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
枠

は
賛
成
し
つ
つ
、
懸
念
さ
れ
る
点
と
し

て
委
員
会
や
審
査
意
見
等
で
指
摘
の
あ

っ
た
事
業
は
じ
め
、
不
要
不
急
の
事
業

等
に
つ
い
て
、
必
要
性
も
含
め
、
改
め

て
熟
慮
・
再
考
の
上
、
見
直
す
べ
き
は

見
直
し
、
よ
り
良
い
判
断
を
さ
れ
る
よ

う
望
む
。

　

な
お
、「
債
務
負
担
行
為
」
と
し
て
、

木
島
平
観
光
（
株
）
の
金
融
機
関
か
ら

の
借
り
入
れ
の
際
の
損
失
補
償
に
つ
い
て
、

反
対
意
見
も
あ
る
が
、
金
融
機
関
か
ら

融
資
の
た
め
の
必
要
枠
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
も
同
額
の
枠
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、
客
足
の
回
復

が
不
透
明
な
中
、
借
入
額
の
判
断
は
慎

重
に
す
べ
き
だ
が
、
融
資
を
受
け
ら
れ

な
け
れ
ば
会
社
運
営
が
で
き
ず
、
こ
れ

ま
で
の
村
の
貸
付
金
も
返
済
さ
れ
な
い

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

そ
の
た
め
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
、

損
失
補
償
の
枠
は
認
め
た
い
。

　

な
お
、
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
れ
に

あ
た
っ
て
は
、
村
も
リ
ス
ク
を
背
負
う

こ
と
か
ら
、
適
宜
議
会
へ
の
説
明
を
求

め
た
い
。

　

さ
て
、
財
政
の
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
る
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
公
共
施
設

の
維
持
管
理
費
や
、
施
設
老
朽
化
等
に

よ
る
修
繕
費
が
あ
る
。
個
々
の
施
設
の

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
議
会
か
ら

も
再
三
「
個
別
施
設
計
画
」
の
策
定
を

求
め
て
い
る
が
、
早
急
に
、
比
較
資
料

や
た
た
き
台
を
示
し
、
村
民
理
解
を
得

な
が
ら
、
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て

い
く
こ
と
を
強
く
望
む
。

　

ま
た
、
基
金
の
取
り
崩
し
額
が
多
い

こ
と
も
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
面

で
、
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
事

業
の
精
査
や
補
助
金
等
の
活
用
な
ど
、

慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

　

以
上
、
懸
念
さ
れ
る
事
項
に
留
意
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
財
政
は
厳
し

い
な
が
ら
も
、「
活
力
あ
る
村
づ
く
り
」

「
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
村
づ
く
り
」
を

め
ざ
し
、
着
実
に
歩
み
を
進
め
ら
れ
る

よ
う
な
「
村
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

お
よ
び
「
熱
意
・
想
像
力(

創
造
力)

等
を
発
揮
で
き
る
職
員
体
制
の
構
築
と

人
材
育
成
」
に
期
待
し
つ
つ
、
賛
成
討

論
と
す
る
。

江田議員

 【
反
対
】

芳
川　

修
二　

議
員

　

令
和
３
年
度

予
算
案
は
、
総
合

振
興
計
画
、
地
方

創
生
総
合
戦
略
、

財
政
計
画
に
沿
っ

て
編
成
し
た
と
あ
る
が
、
昨
年
12
月
議

会
で
提
案
さ
れ
た
財
政
計
画
で
は
、
令

和
７
年
度
末
の
基
金
残
高
は
、
約
７
億

８
千
万
円
の
計
画
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

令
和
３
年
度
予
算
案
で
は
、
財
政
調

整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
約
１
億

９
６
０
０
万
円
、
過
疎
債
で
約
１
億

９
４
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
状
態
が
今
後
も
続
く
こ
と
は
、
将

来
に
つ
け
を
回
す
こ
と
に
な
り
、
容
認

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
予
算
に
充
当
さ

れ
る
財
政
対
策
債
は
、
真
に
必
要
な
場

合
に
備
え
蓄
え
た
も
の
で
あ
り
、
安
易

な
取
り
崩
し
は
厳
に
慎
む
べ
き
も
の
で

あ
る
。

　

償
還
時
に
交
付
税
措
置
さ
れ
る
有
利

な
起
債
で
あ
っ
て
も
、
一
般
財
源
的
に

活
用
す
る
の
で
は
な
く
、
将
来
に
大
き

な
発
展
の
可
能
性
を
持
っ
た
村
で
あ
り
、

村
の
持
続
的
発
展
に
視
点
を
定
め
、
当

面
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
問
題
の
解
決

と
過
疎
か
ら
の
脱
却
、
す
な
わ
ち
人
口

減
少
と
地
域
経
済
の
低
迷
か
ら
脱
却
す

る
た
め
の
投
資
的
経
費
を
優
先
し
て
、

有
効
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

　

令
和
３
年
度
予
算
案
は
、
削
減
し
て

も
よ
い
と
思
わ
れ
る
経
費
が
計
上
さ
れ

て
お
り
、
将
来
を
見
据
え
て
の
予
算
編

成
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い

て
は
、
感
染
の
防
止
対
策
や
ワ
ク
チ
ン

接
種
等
の
的
確
な
対
処
は
当
然
で
あ
る

が
、
経
済
の
活
性
化
も
重
要
な
課
題
で

あ
る
。

　

国
か
ら
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

活
用
は
、
使
い
道
に
縛
り
は
あ
る
と
し

て
も
、
し
っ
か
り
と
実
態
を
把
握
し
、

村
民
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細
か
な
対
策

が
必
要
と
考
え
る
。

　

村
が
示
し
た
案
で
は
、
実
態
を
把
握

し
、
村
民
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細
か
な

工
夫
を
凝
ら
し
た
対
策
と
な
っ
て
い
る

と
は
受
け
止
め
が
た
い
。

　

村
は
、
ま
さ
に
こ
れ
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
事
態
の
中
で
、
し
っ
か

り
と
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
不

要
不
急
の
事
業
の
見
直
し
と
、
必
要
に

よ
っ
て
蓄
え
た
基
金
を
取
り
崩
し
て
の

財
政
出
動
等
も
視
野
に
置
き
な
が
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
の
村
民
生
活
を
護
り
支
援
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

村
長
に
は
、
考
え
て
い
る
、
検
討

す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
村
の
抱

え
て
い
る
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
う

と
と
も
に
、
真
に
村
民
に
寄
り
添
い
、

村
の
存
続
と
発
展
の
た
め
に
、
的
確
な

判
断
と
速
や
か
な
対
応
を
求
め
、
反
対

討
論
と
す
る
。

芳川議員
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令
和
２
年
12
月 

第
４
回
議
会
定
例
会

で
出
さ
れ
た
「
審
査
意
見
」
に
対
す
る
村

の
対
応
の
報
告
で
す
。

（
２
月
24
日
本
会
議

「
諸
般
の
報
告
」
よ
り
）

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
が
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ

た
め
、
保
育
園
か
ら
介
護
施
設
ま

で
早
め
の
対
応
が
肝
要
と
考
え
ら

れ
る
。
保
健
所
機
能
は
県
で
あ
る

が
、
衛
生
担
当
と
緊
密
な
連
携
が

で
き
る
よ
う
県
に
求
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
早
期
対
応
が
行
え
る
よ
う
に
、

北
信
地
域
医
療
・
介
護
連
携
関
係

者
連
絡
会
等
に
お
い
て
、
市
町
村

へ
の
情
報
提
供
を
含
め
北
信
保
健

福
祉
事
務
所
と
の
連
携
を
図
っ
て

き
て
い
る
。

　
　
　
今
後
に
向
け
て
、
北
信
保
健
福

祉
事
務
所
か
ら
、
北
信
圏
域
で
の

感
染
拡
大
時
に
保
健
師
の
応
援
派

遣
に
つ
い
て
協
力
依
頼
が
き
て
お

り
、
そ
の
中
で
、
衛
生
担
当
者
レ

ベ
ル
の
よ
り
緊
密
な
連
携
が
で
き

る
よ
う
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

意
見

対
応

「
12
月
議
会
の
審
査
意
見
」に
対
す
る

村
の
対
応

（
趣
旨
抜
粋
）

総
務
民
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
の

整
っ
て
い
な
い
児
童
生
徒
の
家
庭

に
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
ル
ー
タ
ー
を
貸
し

出
す
た
め
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。
貸
出
規
程
を
整
備
さ
れ
、

接
続
可
能
家
庭
と
の
公
平
感
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
通
信
費
が
過

大
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
細

心
の
配
慮
を
さ
れ
た
い
。

　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ

て
い
な
い
児
童
生
徒
の
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
を
支
援
す
る
た
め
、「
木

島
平
小
・
中
学
校
学
習
用
モ
バ
イ

ル
ル
ー
タ
ー
貸
与
事
業
実
施
要
綱
」

を
作
成
し
た
。

　
　
　
ル
ー
タ
ー
機
器
の
貸
与
は
無
料

だ
が
、
接
続
可
能
家
庭
と
の
公
平

感
を
確
保
す
る
た
め
、
通
信
料
の

負
担
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
貸
与
に
あ
た
っ
て
は
、
経
済
的

に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
世
帯
等
を

優
先
す
る
こ
と
と
し
、「
木
島
平

村
要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
等

就
学
援
助
費
支
給
要
綱
」
を
活
用

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
通
信
費
の

一
部
を
支
給
す
る
こ
と
で
、
保
護

者
負
担
の
軽
減
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

意
見

対
応

３
月
定
例
会  

審
査
意
見

①
ス
キ
ー
リ
フ
ト
使
用
料
が
、
覚
書
の

も
と
収
受
さ
れ
て
き
た
。
補
正
予
算

１
０
０
万
円
減
免
は
、
今
シ
ー
ズ
ン

の
リ
フ
ト
の
収
益
か
ら
鑑
み
、
疑
問

で
あ
る
。
会
計
の
独
立
性
を
保
つ
た

め
、
減
免
は
再
考
さ
れ
た
い
。

②
木
島
平
観
光
株
式
会
社
の
債
務
負
担

行
為
１
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

村
貸
付
金
含
め
、
監
査
委
員
か
ら
関

係
書
類
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

村
と
し
て
信
用
失
墜
と
な
ら
な
い
よ

う
至
急
対
応
さ
れ
た
い
。

③
定
年
引
上
げ
関
係
例
規
整
備
支
援
業

務
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

定
年
引
上
げ
は
国
に
先
行
す
る
事
な

く
、
村
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

考
慮
さ
れ
た
い
。

④
農
林
高
校
と
の
連
携
強
化
を
め
ざ
す

人
材
の
配
置
を
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

農
林
高
校
の
意
向
を
重
視
さ
れ
た
い
。

⑤
情
報
通
信
施
設
が
村
直
営
と
な
る
が
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
光
回
線
の
村
内
敷
設
が
現
実

的
と
な
る
中
、
今
後
の
情
報
通
信
事

業
の
あ
り
方
を
十
分
検
討
し
、
財
政

負
担
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

⑥
ふ
る
さ
と
応
援
団
・
調
布
・
木
島
平

交
流
ク
ラ
ブ
会
員
へ
の
宿
泊
費
補
助

事
業
が
予
算
化
さ
れ
、
観
光
振
興
局

で
の
取
り
扱
い
を
想
定
し
て
い
る
。

宿
泊
施
設
へ
の
配
分
が
最
大
と
な
る

施
策
が
重
要
で
あ
り
、
運
用
方
法
を

再
考
さ
れ
た
い
。

⑦
敬
老
祝
い
品
の
予
算
が
社
協
か
ら
村

対
応
に
変
更
さ
れ
、
村
の
み
で
の
敬

老
祝
賀
訪
問
と
な
る
が
、
今
後
も
村

民
と
社
協
の
関
わ
り
が
減
少
し
な
い

よ
う
、
村
と
し
て
も
尽
力
さ
れ
た
い
。

⑧
ゴ
ミ
分
別
ア
プ
リ
（
※
１
）

の
導
入
を

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
各
家
庭
等
の

廃
棄
物
処
理
の
実
態
を
把
握
し
、
導

入
の
必
要
性
を
再
考
さ
れ
た
い
。

⑨
若
者
セ
ン
タ
ー
研
修
室
の
床
張
替
え

が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
避
難
所
機

能
、
衛
生
面
等
に
充
分
配
慮
し
、
施

行
さ
れ
た
い
。

⑩
小
中
学
校
に
配
備
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

リ
ー
ス
料
が
年
額
５
０
０
万
円
に
及

ぶ
。
予
備
と
し
て
配
置
す
る
金
額
と

予
算
決
算
常
任
委
員
会 
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※
１ 

ゴ
ミ
分
別
ア
プ
リ
と
は

　

各
ご
家
庭
に
配
ら
れ
て
い
る
「
ご
み

辞
典
」
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
機

器
で
見
る
た
め
の
機
能
で
す
。

※
２ 

モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
と
は

　

回
線
工
事
を
行
わ
な
く
て
も
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
が
使
用
で
き
る
通
信
端
末
の

こ
と
で
す
。

　

学
習
用
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
の
貸
付

事
業
で
は
、
貸
与
は
無
料
で
す
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
に
よ
る
通
信
料
は

保
護
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
第
１
日
目
（
３
月
11
日
）
】

◆
山
浦　

登

　

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
　

に
つ
い
て

　

②
一
般
質
問
に
対
す
る
村
の
答
弁
と
対
応

　
　

に
つ
い
て

　

③
令
和
３
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

④
木
島
平
ス
キ
ー
場
と
第
三
セ
ク
タ
ー

　
　

木
島
平
観
光
（
株
）
の
冬
期
の
状
況

　
　

と
今
後
に
つ
い
て

　

⑤
今
日
の
農
業
情
勢
と
農
業
経
営
に
つ
い
て

◆
丸
山 

邦
久

　

①
消
防
団
員
の
出
動
手
当
と
組
織
編
成

　
　

に
つ
い
て

　

②
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利
用
に
つ
い
て

　

③
ス
キ
ー
場
の
今
後
に
つ
い
て

　
◆
芳
川 

修
二

　

①
令
和
３
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

　

②
耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て

　

③
観
光
振
興
に
つ
い
て

　
◆
勝
山　

卓

　

①
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
の
ビ
ジ
ョ
ン
に

　
　

つ
い
て

　

②
老
朽
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
　

に
つ
い
て

※
質
問
・
答
弁
の
要
旨
は
来
月
（
５
月
号
）
の
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
す
。

３
月
11
・
12
日
に
、
８
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

各
議
員
の
一
般
質
問
の
項
目

し
て
は
膨
大
す
ぎ
る
。
反
面
、
総
務

費
の
用
紙
類
の
費
用
は
増
大
し
て
い

る
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
見
据
え
、

全
庁
的
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
有
効
活
用

を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑪
道
路
草
刈
機
の
修
繕
に
７
０
０
万
円

余
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
修
繕
費
と

し
て
は
膨
大
で
あ
り
、
農
業
振
興
公

社
に
配
備
し
た
除
草
機
械
の
活
用
等

も
想
定
で
き
る
。
限
ら
れ
た
予
算
で

最
大
限
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
配

慮
さ
れ
た
い
。

⑫
地
域
お
こ
し
企
業
人
の
観
光
振
興
局

へ
の
導
入
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。第
三

セ
ク
タ
ー
や
包
括
連
携
協
定
し
た
企

業
等
と
連
携
し
て
、真
に
村
民
経
済
の

向
上
に
資
す
る
よ
う
調
整
さ
れ
た
い
。

⑬
観
光
振
興
局
の
業
務
を
村
職
員
が
代

行
し
て
い
る
印
象
が
強
い
。
行
政
か
ら

独
立
し
て
、
民
間
感
覚
で
村
内
経
済

を
連
結
す
べ
き
で
あ
り
、
組
織
目
的

を
達
成
で
き
る
よ
う
指
導
さ
れ
た
い
。

⑭
新
規
に
Ｕ
タ
ー
ン
住
宅
補
助
金
を
計

画
さ
れ
た
事
は
評
価
す
る
が
、
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
交
付
対
象
者
な
ど

事
業
内
容
を
精
査
し
た
上
で
実
行
さ

れ
た
い
。

①
村
体
育
館
の
耐
震
工
事
が
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、
避
難
所
に
も
指
定
さ
れ

て
い
る
施
設
で
あ
り
、
関
係
機
関
と

の
調
整
に
遺
漏
の
無
い
よ
う
配
慮
さ

れ
た
い
。

②
木
島
平
村
気
候
非
常
事
態
宣
言
が
上

程
さ
れ
て
い
る
が
、
村
民
の
行
動
指

針
と
し
て
実
効
性
を
担
保
さ
れ
た
い
。

③
学
習
用
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
（
※
２
）

の
貸
付
事
業
が
始
ま
る
が
、
家
庭
間

に
差
異
の
出
な
い
よ
う
、
周
知
、
指

導
を
さ
れ
、
児
童
生
徒
の
教
育
の
公

平
性
に
留
意
さ
れ
た
い
。

【
第
２
日
目
（
３
月
12
日
）
】

◆
土
屋 

喜
久
夫

　

①
２
期
目
後
半
の
施
策
は
、村
民
を
ど
の

　
　

方
向
に
導
く
の
か

　

②
地
方
自
治
に
お
け
る
２
元
代
表
制
に

　
　

つ
い
て

　

③
村
民
に
対
す
る
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
は

　
　

十
分
か

　
◆
山
﨑 

栄
喜

　

①
令
和
３
年
度
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　

②
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
の
策
定
と

　
　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
見
直
し

　
　

に
つ
い
て

　

③
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
　

事
業
に
つ
い
て

◆
山
本 

隆
樹

　

①
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
使
い
方
に

　
　

つ
い
て

　

②
「
住
み
た
い
田
舎
」
更
な
る
認
知
度

　
　

ア
ッ
プ
を

　

③
下
高
井
農
林
高
校
の
存
続
に
つ
い
て

◆
江
田 

宏
子

　

①
移
住
・
定
住
の
推
進
策
に
つ
い
て

　

②
教
育
行
政
に
つ
い
て

　

③
観
光
行
政
と
村
の
観
光
関
連
組
織
に

　
　

つ
い
て

総
務
民
生
文
教
常
任
委
員
会
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　④ 積石塚古墳…長野県内で積石塚古墳が確認されるのは和栗古墳が最北端です。また、積石塚古墳は朝
鮮半島でも確認されていて、渡来人関係の墓と考えられます。多数の遺物から古墳時代
の後期（6~7世紀頃）に作られたと考えられます。

　①　木 曽 義 仲…切り立った絶壁の間を上下段合わせて15mの高さの二段の滝が流れ落
ちる風光明美な場所です。今は斜面の崩落が激しく、下に降りるのは
難しい状況です。

蜘蛛ヶ淵今なお生きる馬曲川

解答編～木島平検定に挑戦しよう～

おすすめの一冊

図書館だより

☆新着図書☆

☆児童図書☆

きじま平再発見

　最近、テレビや新聞で「心が折れる」という言葉をよく聞きます。自分自身、
振り返ってみて「心が折れた」かどうかはともかく、「元気が出ないなぁ」と感
じることは何度もありました。そんな時、力になってくれる本はないかと思い、
ちっちゃな図書館に行ってみました。そして、見つけたのがこの本です。
　この本には、今までのカウンセリングの経験をもとにしてまとめた 94 のお話
が載っています。巻頭言には「ここに書いてあることは心理カウンセラーの私が、
クライエントから教えてもらったことなので折り紙付きです」と書かれていま
した。
　そして、お話のタイトルは「立場が変わると見方も変わる」「友だちは少なく
ていい」「おもしろい、つまらないはあなたしだい」「マイナス思考も悪くない」
･･･ と続いていきます。いかがでしょう ･･･、なんとなく楽しくなりそうだと思うのですが。

こころがホッとする考え方
すがの たいぞう 著

公民館長 芳原　毅彦

みそしるをつくる（高山なおみ・長野陽一）　しりとり（安野光雅）　ぱくぱくはんぶん（渡辺鉄太・南伸坊）

羊は安らかに草を食み（宇佐美まこと）　和菓子迷宮をぐるぐると（太田忠司）　ぜにざむらい（吉川永青）
ヴィンテージガール仕立屋探偵桐ヶ谷京介（川瀬七緒）　図書館の外は嵐（穂村弘）　相続地獄（森永卓郎）
食品衛生法対応HACCP制度化にまつわるQ&A（食品安全ネットワーク）混植・混作・輪作の知恵（農文協）
トウモロコシつくりコツと裏ワザ（農文協）　スマートフォン「どーして？」「困った！」お悩み全解決（マキノ出版）
表目と裏目だけで編むニット（ベルンド・ケストラー）

　昨年 4月の「春の芸術文化作品展」はコロナ禍
のため中止となりました。今年は、3月に開催する
予定だった「なんでも作品展」と合同で開催します。
　たくさんの力作が、出品される予定です。多くの
皆さんのご来場をお待ちしています。
会　　場　木島平村中町展示館
展示時間　午前 10 時～午後 5 時
展示期間　４月 17 日（土）～５月９日（日）
　　　　　火、木曜日は休館、ただし４月 29 日( 木 )
　　　　　と 5 月 4 日 ( 火 ) は開館します。

木島平・春のなんでも作品展 ２年ぶりの開催です

昨年度のなんでも作品展より
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 さ
わやか笑顔さん
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職
場
に
早
く
慣
れ

明
る
く
笑
顔
で

頑
張
り
ま
す
。

 （左）深 堀　杏 子
　  平成６年10月生まれ
 （右）小 出　結 菜
　   平成15年３月生まれ

この社協だよりは共同募金の配分金で発行されています。

○
４
月
１
日
付
新
し
く
職
員
に
採
用
さ

　

れ
ま
し
た
。

・
通
所
介
護
事
業
所　
　

小
出　

結
菜

・
通
所
介
護
事
業
所　
　

深
堀　

杏
子

・
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
（
再
任
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滝
沢
嘉
代
子

○
３
月
31
日
付
退
職

　

長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

・
事
務
局
次
長　
　
　
　

滝
沢
嘉
代
子

・
訪
問
介
護
事
業
所
管
理
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
澤　

政
子

令和３年度 社会福祉法人
木島平村社会福祉協議会機構図

会長　湯本　隆幸

副会長　土屋　聖史

事務局長　髙山　俊明

事務局次長　堀内　智史

支部長会議
　26人

監 事
渡邉　吉基
勝山　　卓

地域福祉部（部長：―）

○地域福祉係　　　   ℡ 82-4888

人
　
事

介護事業部（部長：堀内事務局次長兼務）

○訪問介護　　　　　℡ 82-4888

　管理者　　　　　　大原真由美

　サービス提供責任者   高橋由佳利

　　　　

○認知症対応型通所介護　　　

　　　　　　　　　   ℡ 82-3591

　管理者　　　　　　本山　啓江

　生活相談員　　　　高藤　直美

　生活相談員　　　　高山　設子

　生活相談員　　　　佐藤富士美

　介護員　　　　　　日䑓　祐介

　　　　　　　　　　　

　給食調理員　　　　浦野　美香

正規職員　　　22人
再任用職員         1人
嘱託職員（局長含）11人
非常勤職員　　20人
　　計　　　　54人

評議員会　16人

理事会 10人

湯本　隆幸
土屋　聖史
山嵜　真澄
丸山　寛人
丸山　孝治
勝川けさ代
月岡　英彦
日䑓吉太郎
小林　正美
成田　裕子

正　規
再任用
嘱　託

Ｒ３. ４. １現在

ボランティアコーディネーター
生活支援コーディネーター　

　　　　　　　　　　瀧澤　深幸

管理者　　　　　　芳川　成美

サービス管理責任者　齋藤　真彦

　会　計　　　　　　佐藤　智江

小林真美惠係長
福祉活動専門員

○つくしの家就労継続支援
　Ｂ型事業所　　　 ℡ 82-2779

山本　章太

　係　員　　　　　　角田　恵美

　　　　　　　　　　尾澤　麻美いきいき広場
・ミニデイサービス
いきいき広場

・ミニデイサービス

○居宅介護支援　　   ℡ 82-4115

　管理者　　　　　　小林　美香

　介護支援専門員　　芳川　　恵

　介護支援専門員　　騚原智恵子

　介護支援専門員　　滝沢嘉代子

　介護支援専門員　　芳川　真美

　　　　

○通所介護　　　  　℡ 82-4123

　管理者　　　　　　中村　晴美

　看護職員　　　　　佐藤　孝子

　看護職員　　　　　日䑓　恵美

　看護職員　　　　　外山　美咲

　看護職員　　　　　深堀　杏子

　介護員　　　　　　山岸　将太

　介護員　　　　　　宮﨑乃のか

　介護員　　　　　　小出　結菜

　生活相談員　　　　本山あき乃

　生活相談員　　　　山崎富美恵

　介護員　　　　　　武田　早苗

４月から社協職員になり
ました。よろしくお願い
します。
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社協の予定 4/15 ～ 5/31

４/28㈬ 〇ふれあいランチ

５/12㈬
〇心配ごと相談（相談員…人権擁護委員・調停委員・
　　　　　　　 民生児童委員）
〇ふれあいランチ

５/26㈬ 〇ふれあいランチ

令和３年度　事業計画及び予算
　木島平村社会福祉協議会の理念である「支えあい　安心して暮らせる村　木島平」を目指し、職員一丸と
なって取り組んでまいります。

・いきいき広場の開催
・ミニデイサービスの運営
・楽・楽貯筋教室
・ふれあいランチサービス（月２回）
・希望の旅事業の実施
・婚活サポート事業の実施

・生活困窮者支援（緊急食糧支援・金銭管理等）

・支部社協活動への支援

・村内小中高校における福祉教育
・多世代交流事業の実施

・ボランティアの育成と活動支援
・ボランティア講座の開催
・ボランティアポイント（る・れる）事業の実施

・ふれあい広場の開催
・社会福祉大会の開催
・「社協だより」の発行（ボランティア情報誌含）

・つくしの家指定就労継続支援（Ｂ型）事業所の
　運営

・居宅介護支援事業所の運営
・訪問介護事業所の運営
・通所介護事業所（一般・認知）の運営

・長野県共同募金会木島平村共同募金委員会の
　推進
・日赤長野県支部木島平村分区業務の推進

地域福祉事業

重点項目

会費 168万円 0.5％

その他
6,025万円

19.6％
障害福祉
サービス

2,785万円
9.1％

就労
支援事業収入

379万円
1.2％

介護保険収入
17,962万円

58.5％

事業収入
　 294万円
　　　 1.0％

寄付・共同募金配分　190万円　0.6％

補助金 1,545万円 5.0％

受託金等 394万円 1.3％

法人運営事業
6,602万円

21.5％

通所介護事業
12,662万円

41.1％

就労継続支援Ｂ型事業
　　　　2,905万円　9.5％

居宅介護等事業 
3,056万円 9.9％

居宅介護支援事業
2,864万円　9.3％

共同募金
配分金事業
234万円　0.8％

地域福祉推進事業
 1,777万円　5.8％

ボランティア
センター活動事業
627万円　2.0％
福祉センター
運営事業
17万円　0.1％

資金貸付事業
30万円　0.1％

収入
３億716万円

支出
３億716万円

生活支援事業

支部活動支援

福祉人材育成事業

ボランティアセンター運営

地域福祉啓発事業

障害者福祉サービス事業

介護保険サービス事業

地域福祉関係事業

令和３年度　一般会計予算

新型コロナウイルスの影響により、予定を変更する場合があります。
ご理解とご協力をお願い致します。



 

おしあわせに

　  ３．22      　   芳澤　京
け い じ

司　  　　  （南　鴨）

　　　　　   　       畑
はた

　まりな　　　　（富山県）

　　届出日　　　  　氏　　名   　　　　出身地区等

  井川  愛
あ い き

基  くん

平成 30 年 10 月２日生まれ

319

（北鴨区/裕
ゆ う き

基さん・沙
さ や か

耶香さん）

２歳くらいのお子さんを大募集！
ご応募されたご家庭には、DVDまたはBlue-rayDiscの
どちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。
詳しくは政策情報係（内線114）までご連絡ください！

世帯と人口 ４月１日現在
（平成 27 年国勢調査に基づく推計値）

2,058（－3） 2,199（±０） 4,257（－ 3）1,592（+2）

　

格
好
良
い
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の
変
身

ポ
ー
ズ
を
見
せ
て
く
れ
た
愛
基
く
ん
。

　

自
分
で
着
替
え
を
選
ん
で
き
て
、

全
部
自
分
で
着
ら
れ
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

自然劇場

◆令和３年 ４月 15 日（毎月 1 回発行）　　◆有限会社 高錦堂印刷所

◆発行／木島平村 〒 389-2392 長野県下高井郡木島平村大字往郷 914 番地６  ☎ 0269‐82‐3111  

　木島平村公式ウェブサイト  自然劇場きじま平　http://www.vill.kijimadaira.lg.jp/

３月掲載承諾分動きの人人人人

村
長
ひ
と
こ
と
（
68
）

平
年
並

木
島
平
村
長　

日
䑓　

正
博

　

今
年
の
春
は
異
常
に
早
足
で
す
。
３
月
に
は
あ
っ
と
い
う
間
に

雪
融
け
し
、
同
時
に
各
地
か
ら
桜
の
便
り
が
届
き
ま
し
た
。
こ
の

広
報
が
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
ケ
ヤ
キ
の
森
公
園
も
葉
桜
に
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
。
あ
ま
り
の
温
か
さ
に
農
作
業
の
段
取
り
に

迷
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
陽
気
に
誘
わ
れ
て
種
を
ま
い
て
、
苗
を
植

え
て
も
大
丈
夫
か
。
ア
ス
パ
ラ
が
伸
び
て
き
た
が
、
遅
霜
に
見
舞

わ
れ
は
し
な
い
か
。
そ
ん
な
心
配
が
よ
ぎ
り
ま
す
。

　

気
象
庁
の
長
期
予
報
で
は
、
し
ば
ら
く
平
年
よ
り
暖
か
い
日
が

続
く
と
の
こ
と
。
し
か
し
、
思
い
出
し
て
み
る
と
去
年
も
６
月
ま

で
は
暖
か
い
日
が
続
き
ま
し
た
。
７
月
は
梅
雨
が
長
く
続
き
、
豪

雨
と
日
照
不
足
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
８
月
か
ら
は
一
転
し
て

猛
暑
と
な
り
、
村
の
米
の
出
来
に
大
き
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し

た
。
最
近
は
、
異
常
気
象
が
当
た
り
前
、
平
年
並
と
い
う
言
葉
に

違
和
感
を
覚
え
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
「
平
年
並
」
が
今
年
更
新
さ
れ
ま
す
。
平
年
並
、
つ
ま
り

平
均
値
は
10
年
に
一
度
更
新
さ
れ
ま
す
が
、
現
在
の
平
年
並
は

１
９
８
１
年
か
ら
２
０
１
０
年
ま
で
30
年
間
の
平
均
値
で
す
。
そ

れ
が
今
年
の
５
月
19
日
以
降
は
、
１
９
９
１
年
か
ら
２
０
２
０
年

の
平
均
値
に
な
り
ま
す
。
１
９
８
０
年
代
は
比
較
的
気
温
が
低

か
っ
た
そ
う
で
、
新
し
い
平
年
並
の
気
温
は
高
く
な
る
と
い
わ
れ

ま
す
。
勿
論
、
気
温
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
降
水
量
、
日
照
時

間
、
降
雪
量
な
ど
す
べ
て
の
指
標
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
そ
の
と
き

は
平
年
並
が
実
感
に
近
く
な
る
は
ず
で
す
。

　

し
か
し
、
年
々
平
均
気
温
は
上
昇
し
て
い
ま
す
。
い
っ
そ
の
こ

と
過
去
20
年
、
10
年
の
平
均
値
を
毎
年
更
新
し
て
「
平
年
並
」
と

す
れ
ば
も
っ
と
私
た
ち
の
実
感
に
近
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

ごめいふくをお祈りします

　  ３   . ６          南　鴨     　尾澤　慶
よしあき

明　　    （40）
　  ３   .12          中　村     　松田新

し ん い ち ろ う

一郎　　    （72）
　  ３   .16          池の平     　伊藤　信

のぶゆき

行　　    （65）
　  ３   .17          西　町     　祢津　寛

ひろし

　　　    （86）
　  ３   .17          中　町     　嘉部　定

さ だ お

雄　　    （89）

こんにちは赤ちゃん

　  ２   . 26       中　町    　   森　  悠
ゆ う ご

悟   　　   （大
だいすけ

輔・麻
ま ゆ か

由佳）
　  ２   . 26       内　山   　  小林　倫

み ち の り

徳     　　（  登
のぼる

  ・美
み き

紀）
　  ３   .  ８       千　石   　  山田　陽

は る た

太     　　（勇
ゆ う き

気・麻
ま り こ

理子）

※氏名の一部に常用漢字を使用・敬称略で記載
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